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鹿児島県立大島北高等学校 

 

奄美市にある普通科と情報処理科を有する高校として、心豊かでたくましい 
心を育て、探究的な学びに主体的に取り組む態度や多様な進路希望や資格 
取得に対応した学力を身に付けさせ、郷土発展のために、仲間と協働しながら 
課題解決に真摯に取り組む人材を育成する学校を目指します。 

 

 

 

【グラデュエーション・ポリシー（育成を目指す資質・能力に関する方針）】 
 １ 自ら勉学に励み、教科の実力を備え、向上心のある人物の育成 

（1）基礎的・基本的な知識・技能  （2）課題発見力・課題解決力 

（3）論理的思考・判断力       （4）表現力・発信力 

 ２ 郷土を愛し、相手に敬意を払い、ともに協働して社会に貢献できる人物の育成 

（1）コミュニケーション能力   （2）協働・社会参画力       (3) 思いやりの心・人権感覚       

 ３ 積極性や思い切りの良さを備え、粘り強く行動する人物の育成 

  （1）積極性・主体性      （2）やり抜く力         （3）自己管理能力・自己教育力 

【カリキュラム・ポリシー（教育課程の編成及び実施に関する方針）】 
 １ 進路実現に対応した基礎力・応用力向上と資格取得支援 

 ２ 生徒会活動、行事や総合的な探究の時間（アマン day）の活動を通した自己啓発と郷土愛の醸成 

 ３ 自己肯定感をもち積極的に進路を切り開く態度の育成 

 ４ 多様性を受け入れ、協働する態度の育成 

【アドミッション・ポリシー（入学受け入れに関する方針）】 
 １ 郷土に誇りをもち、郷土発展のために、仲間と協議しながら課題解決に向けて真摯に取り組む生徒を

募集します。 

 ２ 失敗を恐れず、何事にも挑戦する生徒を募集します。 

 スクール・ミッション 

スクール・ポリシー 

Ｒ８北高キャッチフレーズ 
１ 生徒一人ひとりが主役 
２ 郷土を愛し，郷土発展のために，志高く挑戦する学校 
３ 保護者・地域から信頼され愛される学校 
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令和８年度 学校経営方針 
鹿児島県立大島北高等学校 

 
【教育目標】 
   日本国憲法及び教育基本法の精神に基づき，生徒一人ひとりを大切にし，生涯教育の観点に立 
ち，国際的視野を持ち，心豊かでたくましく，主体的に生きる人間の育成を目指し， 校訓『自主好 
学の精神』『敬愛和協の態度』『積極敢為の気迫』の具現化を図る。 

 
【令和８年度北高キャッチフレーズ】 

  １ 生徒一人ひとりが主役の学校 
  ２ 郷土を愛し，郷土発展の為に，志高く挑戦する学校  
  ３ 保護者・地域から信頼され愛される学校 

 
【本年度の努力目標】 
(1) 出口（進路実現）の保証 
  ア ３年間を見越した進学指導，国公立大学等合格複数名 
  イ 資格・特技・体験活動を生かした進路指導の実現 

ウ 進学・就職決定率 100％達成 
 
(２) 入口（募集定員）の確保 
  ア ホームページやブログ，インスタグラムを充実させた広報活動 

イ 生徒主体の魅力的な「中学生１日体験入学」 
ウ 大学，専門学校，県内外高校との連携 
エ 効果的な高校説明会，中高連絡会，中高連携 
オ 小・中学校との連携，奄美市教委・龍郷町教委との連携 

 
（３） 生徒の意欲や潜在能力を引き出す教育 

ア 「総合的な探究の時間」の充実と教科横断的授業の実践 
→ ３カ年間の体系の見直しと充実，「聞き書きサークル活動」の統合 

   → 奄美市連携「北高みらいコンソーシアム事業」の充実 
   → 各種発表会,地域行事等での学習成果の発信 

イ 地域と連携した授業の展開 
→ 「観光ビジネス」の成果発表（３学年）～宇宿貝塚リニューアル事業関連等 

  ウ GIGA スクール構想の推進（DX ハイスクール事業） 
エ 部活動・ボランティア活動の推進，地域行事への積極的参加 

 
（４） 積極的な生徒支援の推進 
 
（５） 教育相談・特別支援教育の推進 
  ア 組織的対応，特別支援教育コーディネーターを中心とした支援体制の充実 

イ インクルーシブ教育の推進 
     → 「スキルアップチャレンジ」の充実 
     → 特別支援教育支援員の配置 
 
（６） 学校安全教育の推進 

 
（７） 服務規律の厳正確保等 
  ア 研修の充実 

イ 業務改善の意識向上と推進 
 

（８） 教育は人なり 
ア 教職に対する情熱 

→ 教師自らも，自己の課題に対して「主体的・対話的で深い学び」の姿勢で臨む教員集団 
イ「時間は有限，可能性は無限。果敢に，楽しんで挑戦する姿勢」   
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地域・保護者
の皆様へ

学校へのご理解・ご協力、いつもありがとうございます
子供たちへのより良い教育のためにさらなる学校へのご協力をお願いします

教師を取り巻く環境

教師が子供にもっと

向き合えるようにする

必要があります！

1

 平均時間外在校等時間は
地方公務員の一般行政職
の約３倍
（R4:月約47時間）

臨時講師等が
確保できない

「教師不足」
採用選考試験の倍率は

過去最低
（令和7年に小学校で2.0倍）

厳しい
勤務実態

文部科学省・教育委員会・学校の取組2

更に取組を進めていくためには、これらの取組に加え、地域や保護者の皆様のご協力が不可欠です！

 働き方改革を進めるための仕組み作り  教職員定数の改善  教職調整額の引上げ 支援スタッフの充実

ご協力いただきたいこと3

コミュニティ・スクールなどを通じ、学校運営に参画いただく

学校以外が担うべき業務の役割分担の見直しへのご協力（登下校の見守り、学校ボランティアへの応募など）

学校行事や業務の見直しへのご理解

※ 教職員とのより良い関係
づくりにご配慮ください

適切な時間内の御相談 ご相談は定時内に過度に長時間の御相談はお控えください

SNSでの拡散 先生や子供を傷つけるSNS投稿はお控えください

適切な要求 学校ができないこともあることをご理解ください

適切な表現・声量 怒鳴るなどの行動はお控えください

 いじめの重大事態の
発生件数(小中学校)

H2６ R6 H２６ R６

398件

1,１２9件

約2.8倍 118,787人

344,185人

約2.9倍

 不登校児童生徒数
（公立小中学校）

学校が対応する課題の多様化・複雑化

（文部科学省作成広報チラシ）
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学校における働き方改革へのご理解とご協力のお願い
～「鹿児島県立学校の教職員に関する業務量管理・健康確保措置実施計画」を策定しました～

教職員を取り巻く環境

学校における働き方改革に係る計画の策定

働き方改革の取組例 ～ 今後、学校の働き方が変わります！ ～

令和7年６月給特法等の改正（公立の義務教育諸学校等の教育職員の給与等に関する特別措置法第８条）を受けて、令和8年3月に

学校における課題の複雑化・多様化
 いじめ・不登校対策
 支援を必要とする子供への対応
 多様な学習ニーズに応じた取組
 教職員の長時間勤務 など

教職員一人一人が心身ともに健康
で、その専門性を十分に発揮して質
の高い教育活動を担っていけるよう
な環境整備が必要です。

「鹿児島県立学校の教職員に関する業務量管理・ 健康確保措置
実施計画」を策定しました！

 学校行事や様々な教育活動について、それぞれの教育的価値を踏
まえ、各学校で精選・統合を進めます。

 勤務時間外の電話応対等について、自動音声機能等で対応してい
る学校も増加しています。可能な限り勤務時間内のご連絡をお願いし
ます。

 全ての県立学校において8月中旬の5日間を学校閉庁日とします。
 その他、国の指針や県の計画で示された「学校又は教師の業務の3

分類」を踏まえて、学校の業務を見直していきます。

保護者・地域の皆様へ

（詳しくは、こちらから→）

（令和8年度～11年度の4年間における）
・ 教職員の時間外在校等時間等に係る数値目標
・ 実施する業務量管理・健康確保措置の内容
・ 関連する取組、今後のフォローアップについて

鹿児島県教育委員会

引き続き保護者・地域の皆様のご理解とご協力をお願いします

【計画の概要】
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新任者紹介 

職 名 教科等 氏  名 旧 任 校 等 

教 頭 

 

渡 邊
わたなべ

   隆
たかし

 
県総合教育センター 

研究主事 

教 諭 理  科 内田
う ち だ

  大介
だいすけ

 伊集院高校 

教 諭 保健体育 上野
うえの

 まどか 加世田高校 

教 諭 外 国 語 吉田
よし だ

 美和子
み わ こ

 新規採用 

教 諭 家    庭 飛 松
と び ま つ

 智 子
と も こ

 育休復職 

実習助手 商    業 井 之 上
い の う え

 遼
りょう

 新規採用 

事務主事 

 

秋 田
あ き た

 晴
はる

香
か

 川内南中学校 

図書補助員 

 

岩下
いわした

 千代美
ち よ み

 会計年度任用職員 

特別支援教

育支援員 
 森

もり

 理
り

穂 子
ほ こ

 会計年度任用職員 

 

令和８ 年度 職員一覧 
   

教科等 氏    名 学級等  教科等 氏    名 学級等 

校  長 有 川 美智代   家  庭 飛 松 智 子 １Ａ副 

教  頭 渡 邊   隆   商  業 楠 本 美 徳 １Ｃ副 

事 務 長 西   広一郎   商  業 本 田 親 啓 ２Ｃ正 

国  語 立 森 慈 雄 １Ａ正  商  業 林 田 和歌子 ３Ｃ副 

国  語 牛ノ濵 裕 也 ２Ｃ副  商  業 小宮路 由佳理 １Ｃ副 

国  語 水 谷 浩 次 ３Ｃ副  商  業 馰 走 かおり ３Ｃ正 

地歴公民 大 城 知 彦 ３Ａ副  理  科 政   博 之 ３年付 

地歴公民 満 塩 裕 志 ２Ａ正  商  業 井之上   遼 ２年付 

数  学 中 島 康 二 ２Ａ副  養  護 池 田 光 希 １年付 

数  学 川 路 敢太郎 １Ｃ副  音  楽 城   昭 久  

数  学 秋 元   聖 ３Ａ正  書  道 渡 島 文 音  

理  科 服 部 直 樹 ２Ｃ副  Ａ Ｌ Ｔ ﾔｽﾞﾐﾅ･ｻﾗﾌﾃﾞｨﾝ-ﾛﾋﾞﾝｿﾝ  

理  科 内 田 大 介 １Ａ副  事  務 秋 田 晴 香  

保健体育 髙 山 裕 司 １Ａ副  事  務 谷 川 日 菜  

保健体育 上 野 まどか ２Ａ副  用  務 豊 山 真 郎  

英  語 柳 田 亜 矢 １Ｃ正  用  務 宮 口 千 鶴  

英  語 丸 山 亮 子 ２Ｃ副  図  書 岩 下 千代美  

英  語 吉 田 美和子 ３Ａ副  特別支援
教育支援員 森   理穂子  

部 活 動 
指 導 員 

中 山 武 洋  
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１　実施方法

 （1）形式；アンケート　               　　（2）内容；自己及び学校　

 （3）対象；生徒，保護者，教職員　     （4）時期；7月と12月の２回

２　集計結果

 （1）共通質問

項
目

番
号

十分
該当

概ね
該当

やや
不十分

不十分
十分
該当

概ね
該当

やや
不十分

不十分

生徒 28% 69% 3% 0% 43% 49% 7% 1%

保護者 40% 51% 7% 3% 44% 55% 1% 0%

教職員 54% 42% 4% 0% 23% 73% 3% 0%

生徒 48% 45% 6% 2% 57% 38% 4% 2%

保護者 44% 49% 4% 3% 55% 45% 0% 0%

教職員 75% 25% 0% 0% 57% 43% 0% 0%

生徒 47% 48% 5% 0% 54% 40% 6% 1%

保護者 49% 41% 7% 3% 57% 40% 4% 0%

教職員 54% 42% 4% 0% 50% 50% 0% 0%

生徒 48% 50% 2% 0% 54% 42% 4% 0%

保護者 41% 45% 12% 1% 44% 53% 3% 0%

教職員 71% 29% 0% 0% 53% 43% 3% 0%

生徒 50% 40% 8% 2% 57% 38% 4% 2%

保護者 34% 51% 8% 7% 41% 57% 3% 0%

教職員 75% 25% 0% 0% 67% 33% 0% 0%

生徒 58% 40% 2% 0% 57% 40% 2% 0%

保護者 45% 45% 7% 3% 61% 37% 2% 0%

教職員 75% 25% 0% 0% 47% 50% 3% 0%

生徒 47% 46% 6% 1% 52% 40% 7% 2%

保護者 43% 49% 6% 3% 52% 45% 2% 0%

教職員 38% 63% 0% 0% 50% 50% 0% 0%

保護者 44% 47% 6% 4% 57% 43% 0% 0%

教職員 67% 33% 0% 0% 67% 33% 0% 0%

保護者 47% 41% 11% 1% 43% 51% 6% 0%

教職員 58% 42% 0% 0% 60% 37% 3% 0%

保護者 51% 43% 6% 1% 40% 57% 4% 0%

教職員 54% 46% 0% 0% 53% 47% 0% 0%

2

学校は，地域に信頼される学校を目指して，人間力を伸ばす
指導を行っている。

学校は，地域に信頼される学校を目指して，人間力を伸ばす
指導を行っている。

地域に信頼される学校を目指して人間力を伸ばす指導を行っ
ている。

令和７年度２回目 令和７年度１回目

質　問　事　項

1

学校は，校訓『自主好学の精神』『敬愛和協の態度』『積極敢
為の気迫』を意識した教育活動を行っている。

学校は，校訓『自主好学の精神』『敬愛和協の態度』『積極敢
為の気迫』を意識した教育活動を行っている。

校訓『自主好学の精神』『敬愛和協の態度』『積極敢為の気迫』
の具現化を意識した教育活動を行っている。

教
科

3

学校は，生徒一人ひとりに合った学力到達目標を設定し，自ら
学ぶ姿勢を育てる指導を行っている。

学校は，生徒一人ひとりに合った学力到達目標を設定し，自ら
学ぶ姿勢を育てる指導を行っている。

生徒の多様性を踏まえた段階的な学力到達目標を設定し，学習意欲の向上を図
るとともに，自ら学ぶ姿勢を育てる指導を心掛けている。

生
徒
指
導

4

学校は，基本的な生活習慣を確立できるような指導・助言を
行っている。

学校は，基本的な生活習慣を確立できるような指導・助言を
行っている。

生徒が基本的な生活習慣を確立できるよう指導・助言に努めて
いる。

5

学校はいじめ問題の撲滅に努めている。

学校はいじめ問題の撲滅に努めている。

いじめ問題の根絶を目指した生徒指導を実践している。

進
路
指
導

6

学校は，生徒一人ひとりの進路のことを考え，必要な能力・態
度を育てる指導を行っている。

学校は，生徒一人ひとりの進路のことを考え，必要な能力・態
度を育てる指導を行っている。

生徒の多様な進路希望の実態を的確に捉え，必要な能力・態
度の育成に努めている。

環
境
整
備

7

学校は生徒が安心・安全に学校生活を送れるような環境の整
備に取り組んでいる。

学校は生徒が安心・安全に学校生活を送れるような環境の整
備に取り組んでいる。

生徒が安心・安全に学校生活を送れるよう環境の整備に取り組
んでいる。

8

学校は心身の健康に配慮し，健康観察・指導を行っている。

生徒が心身ともに健康な学校生活を送れるよう日々の健康観
察に努め，適切な配慮をしている。

9

学校は生徒が充実した学校生活を送れるよう，一人ひとりの個
性を尊重し，保護者との連携を大切にしている。

生徒が充実した学校生活を送れるよう，一人ひとりの個性を尊
重し，保護者との連携を大切にしている。

10

学校は学校行事やＰＴＡ活動，校内・生徒の様子に関する情
報が保護者に伝わるよう適切な配慮をしている。

学校行事やＰＴＡ活動，校内・生徒の様子に関する情報が保
護者に伝わるよう，適切な配慮をしている。

令和７年度　学校評価実施結果

教
育
方
針

地
域
連
携

保
護
者
連
携
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 （2）生徒のみの質問

項
目

番
号

十分
該当

概ね
該当

やや
不十分

不十分
十分
該当

概ね
該当

やや
不十分

不十分

11 41% 50% 8% 2% 52% 40% 7% 2%

12 47% 51% 2% 0% 50% 46% 4% 1%

13 52% 45% 3% 0% 55% 41% 4% 1%

14 8% 32% 42% 18% 15% 30% 36% 19%

15 27% 43% 27% 4% 34% 42% 22% 2%

16 72% 28% 0% 0% 72% 26% 2% 0%

17 16% 45% 31% 9% 20% 49% 28% 4%

18 52% 47% 2% 0% 57% 38% 4% 0%

19 32% 54% 15% 0% 27% 57% 15% 1%

20 27% 59% 12% 2% 31% 52% 15% 2%

21 32% 38% 27% 4% 36% 39% 21% 4%

22 32% 58% 7% 3% 35% 58% 7% 0%

23 27% 47% 25% 2% 27% 57% 15% 2%

 （3）教職員のみの質問

項
目

番
号

十分
該当

概ね
該当

やや
不十分

不十分
十分
該当

概ね
該当

やや
不十分

不十分

24 54% 42% 4% 0% 40% 57% 3% 0%

25 50% 42% 8% 0% 40% 57% 3% 0%
生徒
指導 26 58% 42% 0% 0% 57% 40% 3% 0%

進路
指導 27 71% 29% 0% 0% 50% 47% 3% 0%

校務
分掌 28 46% 50% 4% 0% 47% 53% 0% 0%

令和７年度１回目

教
科

キャリア教育の視点に立った進路学習を計画的に進め，目的意識を
高め主体的に進路選択できる力を養っている。

課題や問題点の工夫・改善に努め，組織的・計画的に業務を遂行し
ている。

学校評価を活用した授業改善に取り組んでいる。

私は自分の進路を決めるための情報収集に努力している。

私は進路について保護者によく相談している。

令和７年度２回目

令和７年度2回目

私は校内清掃にしっかり取り組んでいる。

私は津波や地震などの災害時に，適切な状況判断や行動ができる。

積極的な生徒指導を心がけ，心に訴える指導を心がけている。

質　問　事　項

主体的で深い学びを意識し，思考力・判断力・表現力の育成に効果
的な授業を実践している。

令和７年度１回目

質　問　事　項

私は北高生であることに誇りをもって生活している。

私は自発的に挨拶ができ，服装もしっかりしている。

自
己
評
価

私は他人の痛みを理解し，人権に配慮した生活を送っている。

私は携帯やスマホ，ゲーム機について利用時間を決めている。

私は生徒会活動や学級活動に積極的に参加している。

私は道路交通法を守って安全に登下校している。

私は３点固定（起きる時間，勉強を始める時間，寝る時間）を心掛けて
いる。

私は朝読書やコラム，スタディサプリの時間に積極的に取り組んでい
る。

私は学校からの配布物を確実に保護者へ渡している。

【 学校安心メ ール®
協賛携帯サイ ト 】

http://www.tmix.co.jp/kyousan
ま たは、 YouTubeで

「 学校安心メ ール」 を 検索

【 学校安心メ ール協賛

事業所ご 紹介(動画)】
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                                               令和８年５月 15 日  

 保護者各位 

 

                                            県立大島北高等学校  

                                                  校長  有川 美智代  

 

 教職員等への連絡について（お願い） 

～本校教育活動の更なる充実のために～ 

 

青葉の候、保護者の皆様におかれましては、ますます御清栄のこととお慶び申し上

げます。かねてより、本校の教育活動に御協力をいただき、深く感謝申し上げます。 

さて、本県では平成 31 年（令和元年）に学校における業務改善アクションプラン

が出され、本校も取り組んできたところです。業務改善を進めることで、教育活動の

更なる充実を目指す取組です。 

本年もより一層その取組を進めるべく、保護者の皆様に教職員等への連絡について、

下記のような御協力をお願いしたいと考えております。何とぞ趣旨を御理解いただき、

御協力くださいますようお願い申し上げます。 

 

記 

 

１ 学校及び教職員への時間外（18：30～翌 7：30）の電話は、緊急時を除いて

原則御遠慮ください。 

２ 各専門機関も御活用ください。 

  例 ・被害に遭った場合→警察 

・お子様に関する事→行政の保健福祉部 

スクールソーシャルワーカー（ＳＳＷ）等 

３ その他、何かございましたら、教頭まで御連絡ください。 

 

【連絡先】          

鹿児島県立大島北高等学校  

教頭 渡邊  

TEL 0997-63-0005  
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教務部よ り  

Ⅰ 教務と は 

   主に学校行事など の設定， 成績・ 進級・ 卒業の判定の処理をしていく係です。 

Ⅱ 学習の成績・ 評価について 

 １  観点別評価  各教科･科目は，３つの観点をＡ，Ｂ，Ｃで評価 

    観点①「 知識・ 技能」  

       →各教科の学習で身についた具体的な知識と技能（基礎） 

観点②「 思考力・ 判断力・ 表現力」  

       →①を使って，問題を解決するために必要な思考力，判断力，表現力（応用） 

    観点③「 主体的に学習に取り 組む態度」  

       →①②を身に付けるために，自分で学習状況を把握し，粘り強く学ぼうとして

いるかという主体的な態度 

    Ａ  ： 「 十分満足でき る 」 と 判断さ れる も の 

    Ｂ  ： 「 おおむね満足でき る ・ おおむね達成し ている 」 と 判断さ れる も の 

    Ｃ  ： 「 努力が必要」 と 判断さ れる も の 

●何が評価対象か？● 

 定期（中間・期末）考査の成績，休日・長期休みの課題への取り組み内容と提出状況， 

 授業時の小テスト，パフォーマンステスト（プレゼン等），実験や実習の状況， 

 レポート作成や発表， その他 教科担任から課されたもの 

教科担任は， 上記の活動全てにＡ ～Ｃ 評価を つけま す。  

例えば， 

 観点① 観点② 観点③ 

４ 月 春休み課題提出   Ａ   Ｂ    

４ 月 課題考査  Ｂ   Ｃ   

５ 月 中間考査  Ａ    Ｂ  

５ 月 小テス ト   Ａ    

６ 月 レ ポート 提出  Ａ   Ｂ   Ａ  

６ 月 期末考査  Ｂ   Ｂ   

７ 月 ノ ート 点検   Ａ   Ａ  

こ の１ つ１ つの評価の積み重ねが， 学期末の評価と なり ま す。  

 

２  履修の認定 ⇒ 「授業を受けました！」の認定 

   各科目において， 

法定時数の３ 分の１ 以上の欠席があった場合に履修が認められない。 

履修が認められない科目が１ 科目でも あると進級， 卒業は認めら れない。  
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３  修得の認定 ⇒ 「十分な成績を収めました！」の認定 

    科目を履修した上で， 

     年間の観点別評価がＣ Ｃ Ｃ の評価となると修得が認められない。 

     修得が認められない科目が一定数あると進級， 卒業は認めら れない。  

 

４  進級・ 卒業の認定 ⇒ 進級判定会（職員会議）で進級の可否が審議される。 

    学年末に， 

① 学校への出席：出席すべき日数の３分の２以上の出席がある。 

② 授業への出席：卒業に必要な科目を履修している。 

③ 十 分 な 成 績：履修した科目の単位を規定数修得している。 

    ①～③のすべてを 満たし た場合に進級・ 卒業が認められる。 

    進級・卒業が認められないと原級留置（も う 一度同じ 学年）となる。 

    また，未修得の科目がある場合，定められた期間内に修得のための追指導が行われる。 

 

５  十分な成績を 収める こ と ができ なかっ た生徒への対応 

  ・１学期，２学期の成績(通知表)においてＣ が２ 個以上(例：ＢＣＣ)の科目がある場合， 

該当の教科は欠点となり追指導（追加の授業，課題，テストなど）が行われる。 

  ・欠点が 3 科目以上ある場合，保護者に来校してもらい面談が行われる。 

  ・欠席が学期 1 0 日以上ある場合，保護者に来校してもらい面談が行われる。 

  ・該当生徒は，部活等の大会出場やアルバイトは認められない。学業優先！ 

 

Ⅲ 教育課程表の見方 
 

学年

選択

教　科 科　　目 芸術 理科 Ａ Ｂ 地歴 数学 理科 外国語 Ｃ Ｄ Ｅ

現 代 の 国 語 ◎2 2

言 語 文 化 ◎2 2

論 理 国 語 4 2 2 2

古 典 探 究 4 2 2

地 理 総 合 ◎2 2

地 理 探 究 3 3

歴 史 総 合 ◎2 2

日 本 史 探 究 3 3

公 共 ◎2 2

倫 理 2 2

政 治 ・ 経 済 2 2

数 学 Ⅰ ◎3 4

数 学 Ⅱ 4 2 2 4

数 学 Ⅲ 3 4

数 学 Ａ 2 2

数 学 Ｂ 2 2

数 学 Ｃ 2 2

国　語

地理歴史

公　民

数　学

共
通

共
通

選択 共
通

選択

1 2 3

  

単位数は１週間の授業時

間数です。 

（例：1 年生で現代の国語

を週 2 時間学習する） 

単位数は３。 

地理探究と日本史探究のど

ちらかを選択する。 

単位数は２。 

教科をまたぐ科目選択は 

A 選択，B 選択などの呼び

名で区別している。 
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 教育課程表　［大学科（普通科）］ [小学科（普通科）]
入学年度

学年

選択

教　科 科　　目 芸術 理科 Ａ Ｂ 地歴 数学 理科 外国語 Ｃ Ｄ Ｅ

現 代 の 国 語 ◎2 2 2

言 語 文 化 ◎2 2 2

文 学 国 語 4 2 2 2 4･6

古 典 探 究 4 2 2 4

地 理 総 合 ◎2 2 2

地 理 探 究 3 3 0･3

歴 史 総 合 ◎2 2 2

日 本 史 探 究 3 3 0･3

公 共 ◎2 2 2

倫 理 2 2 0･2

政 治 ・ 経 済 2 2 0･2

数 学 Ⅰ ◎3 3 3

数 学 Ⅱ 4 2 2 4 4･6

数 学 Ⅲ 3 4 0･4

数 学 Ａ 2 1 2 3

数 学 Ｂ 2 2 0･2

数 学 Ｃ 2 2 0･2

科 学 と 人 間 生 活 ◎2 2 2

物 理 基 礎 2 2 0･2

物 理 4 4 0･4

化 学 基 礎 ◎2 2 2

化 学 4 2 2 0･4

生 物 基 礎 2 2 0･2

生 物 4 4 0･4

体 育 ◎7～8 2 3 3 8

保 健 ◎2 1 1 2

音 楽 Ⅰ ○2 2 0･2

音 楽 Ⅱ 2 2 0･2

書 道 Ⅰ ○2 2 0･2

書 道 Ⅱ 2 2 0･2
英 語 ｺ ﾐ ｭ ﾆ ｹ ｰ ｼ ｮ ﾝ Ⅰ ◎3 5 5
英 語 ｺ ﾐ ｭ ﾆ ｹ ｰ ｼ ｮ ﾝ Ⅱ 4 3 3 6

論 理 ・ 表 現 Ⅰ 2 1 2 1 2･3

論 理 ・ 表 現 Ⅱ 2 1 2 0･3

家　庭 家 庭 総 合 ◎4 2 2 4

情　報 情 報 Ⅰ ◎2 2 2

26 2 22 2 0･2 2 10 3 4 4 1 0･2 2 0･2 78･80･82･84

情 報 処 理 2～4 2 2 0･2･4

ソフトウェア活用 2～4 2 0･2

保 育 基 礎 2～6 2 0･2

フ ー ド デ ザ イ ン 2～6 2 0･2

0 0 0 0 0･2 0 0 0 0 0 0 0･2 0 0･2 0･2･4･6

総探 ◎3～6 1 1 1 3

27 2 23 2 2 2 11 3 4 4 1 2 2 2 87

特活 1 1 1 3

90

ホームルーム活動

週当たり 総時数 30 30 30

主

と

し

て

専

門

学

科

に

お

い

て

開

設

さ

れ

る

各

教

科

・

科

目

商　業

家　庭

科 目 単 位 数 計

ア マ ン ｄ ａ ｙ

合 計

保健体育

芸　術

音楽Ⅱ，書道Ⅱ
を選択する場
合，同一科目を
継続して選択

外国語

２年次にA選択
で論理・表現Ⅰ
を選択する場合
のみ，３年次に
英語選択で論
理・表現Ⅱを，
及びE選択で論
理・表現Ⅱを選
択

科 目 単 位 数 計

各
学
科
に
共
通
す
る
各
教
科
・
科
目

国　語

選択科目は同一
括り内の科目か
ら１科目選択

地理歴史

公　民

数　学

２年次にA選択
で数学Ⅱを選択
する場合のみ，
３年次に数学選
択で数学Ⅲを選
択

理　科

２年次に物理基
礎を選択する場
合，３年次に物
理を選択（生物
も同様）

化学を選択する
場合，２年次，
３年次に継続し
て選択

標準
単位

共
通

共
通

選択 共
通

選択

令和６年度

備考
1 2 3

計
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［大学科（普通科）］ [小学科（普通科）]
入学年度

学年

選択

教　科 科　　目 芸術 理科 Ａ Ｂ 地歴 数学 理科 外国語 Ｃ Ｄ Ｅ

現 代 の 国 語 ◎2 2 2

言 語 文 化 ◎2 2 2

文 学 国 語 4 2 2 2 4･6

古 典 探 究 4 2 2 4

地 理 総 合 ◎2 2 2

地 理 探 究 3 3 0･3

歴 史 総 合 ◎2 2 2

日 本 史 探 究 3 3 0･3

公 共 ◎2 2 2

倫 理 2 2 0･2

政 治 ・ 経 済 2 2 0･2

数 学 Ⅰ ◎3 3 3

数 学 Ⅱ 4 2 2 4 4･6

数 学 Ⅲ 3 4 0･4

数 学 Ａ 2 1 2 3

数 学 Ｂ 2 2 0･2

数 学 Ｃ 2 2 0･2

物 理 基 礎 ○2 2 0･2

物 理 4 4 0･4

化 学 基 礎 ◎2 2 2

化 学 4 2 2 0･4

生 物 基 礎 ○2 2 0･2

生 物 4 4 0･4

地 学 基 礎 ◎2 2 2

体 育 ◎7～8 2 3 3 8

保 健 ◎2 1 1 2

音 楽 Ⅰ ○2 2 0･2

音 楽 Ⅱ 2 2 0･2

書 道 Ⅰ ○2 2 0･2

書 道 Ⅱ 2 2 0･2
英 語 ｺ ﾐ ｭ ﾆ ｹ ｰ ｼ ｮ ﾝ Ⅰ ◎3 5 5
英 語 ｺ ﾐ ｭ ﾆ ｹ ｰ ｼ ｮ ﾝ Ⅱ 4 3 3 6

論 理 ・ 表 現 Ⅰ 2 1 2 1 2･3

論 理 ・ 表 現 Ⅱ 2 1 2 0･3

家　庭 家 庭 総 合 ◎4 2 2 4

情　報 情 報 Ⅰ ◎2 2 2

26 2 22 2 0･2 2 10 3 4 4 1 0･2 2 0･2 78･80･82･84

情 報 処 理 2～4 2 2 0･2･4

ソフトウェア活用 2～4 2 0･2

保 育 基 礎 2～6 2 0･2

フ ー ド デ ザ イ ン 2～6 2 0･2

0 0 0 0 0･2 0 0 0 0 0 0 0･2 0 0･2 0･2･4･6

総探 ◎3～6 1 1 1 3

27 2 23 2 2 2 11 3 4 4 1 2 2 2 87

特活 1 1 1 3

90

選択

令和７年度

備考
1 2 3

計
標準
単位

共
通

共
通

選択 共
通

各
学
科
に
共
通
す
る
各
教
科
・
科
目

国　語

選択科目は同一
括り内の科目か
ら１科目選択

地理歴史

公　民

数　学

２年次にA選択
で数学Ⅱを選択
する場合のみ，
３年次に数学選
択で数学Ⅲを選
択

理　科

２年次に物理基
礎を選択する場
合，３年次に物
理を選択（生物
も同様）

化学を選択する
場合，２年次，
３年次に継続し
て選択

合 計

保健体育

芸　術

音楽Ⅱ，書道Ⅱ
を選択する場
合，同一科目を
継続して選択

外国語

２年次にA選択
で論理・表現Ⅰ
を選択する場合
のみ，３年次に
英語選択で論
理・表現Ⅱを，
及びE選択で論
理・表現Ⅱを選
択

科 目 単 位 数 計

主

と

し

て

専

門

学

科

に

お

い

て

開

設

さ

れ

る

各

教

科

・

科

目

商　業

家　庭

科 目 単 位 数 計

ア マ ン ｄ ａ ｙ

ホームルーム活動

週当たり 総時数 30 30 30
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［大学科（普通科）］ [小学科（普通科）]
入学年度

学年

選択

教　科 科　　目 芸術 数学 理科 Ａ Ｂ 地歴 数学① 数学② 理科 外国語 Ｃ Ｄ Ｅ

現 代 の 国 語 ◎2 2 2

言 語 文 化 ◎2 2 2

文 学 国 語 4 2 2 2 4･6

古 典 探 究 4 2 2 4

地 理 総 合 ◎2 2 2

地 理 探 究 3 3 0･3

歴 史 総 合 ◎2 2 2

日 本 史 探 究 3 3 0･3

公 共 ◎2 3 3

倫 理 2 2 0･2

政 治 ・ 経 済 2 2 0･2

数 学 Ⅰ ◎3 3 3

数 学 Ⅱ 4 2 1 2 1 3 4･5･7

数 学 Ⅲ 3 3 0･3

数 学 Ａ 2 1 1 2

数 学 Ｂ 2 1 1 0･2

数 学 Ｃ 2 2 0･2

物 理 基 礎 ○2 2 0･2

物 理 4 4 0･4

化 学 基 礎 ◎2 2 2

化 学 4 2 2 0･4

生 物 基 礎 ○2 2 0･2

生 物 4 4 0･4

地 学 基 礎 ◎2 2 2

体 育 ◎7～8 2 3 3 8

保 健 ◎2 1 1 2

音 楽 Ⅰ ○2 2 0･2

音 楽 Ⅱ 2 2 0･2

書 道 Ⅰ ○2 2 0･2

書 道 Ⅱ 2 2 0･2
英 語 ｺ ﾐ ｭ ﾆ ｹ ｰ ｼ ｮ ﾝ Ⅰ ◎3 4 4
英 語 ｺ ﾐ ｭ ﾆ ｹ ｰ ｼ ｮ ﾝ Ⅱ 4 3 3 6

論 理 ・ 表 現 Ⅰ 2 1 2 1 2･3

論 理 ・ 表 現 Ⅱ 2 1 2 0･3

家　庭 家 庭 総 合 ◎4 2 2 4

情　報 情 報 Ⅰ ◎2 2 2

26 2 21 1 2 0･2 2 10 3 1 3 4 1 0･2 2 0･2 78･80･82･84

情 報 処 理 2～4 2 2 0･2･4

ソフトウェア活用 2～4 2 0･2

保 育 基 礎 2～6 2 0･2

フ ー ド デ ザ イ ン 2～6 2 0･2

0 0 0 0 0 0･2 0 0 0 0 0 0 0 0･2 0 0･2 0･2･4･6

総探 ◎3～6 1 1 1 3

27 2 22 1 2 2 2 11 3 1 3 4 1 2 2 2 87

特活 1 1 1 3

90

２年次にA選択
で論理・表現
Ⅰを選択する
場合のみ，３
年次に英語選
択で論理・表
現Ⅱを，及びE
選択で論理・
表現Ⅱを選択

30 30

選択科目は同
一括り内の科
目から１科目
選択

２年次にＡ選
択で数学Ⅱを
選択する場
合，３年次に
数学選択②で
数学Ⅲを選択
数学Ｂを選択
する場合，２
年次，３年次
に継続して選

２年次に物理
基礎を選択す
る場合，３年
次に物理を選
択（生物も同
様）化学を選択す
る場合，２年
次，３年次に
継続して選択

音楽Ⅱ，書道
Ⅱを選択する
場合，同一科
目を継続して
選択

備考
2 3

計選択 共
通

選択

1

令和８年度

標準
単位

共
通

共
通

保健体育

芸　術

外国語

科 目 単 位 数 計

各
学
科
に
共
通
す
る
各
教
科
・
科
目

国　語

地理歴史

公　民

数　学

理　科

ホームルーム活動

週当たり総時数 30

主

と

し

て

専

門

学

科

に

お

い

て

開

設

さ

れ

る

各

教

科

・

科

目

商　業

家　庭

科 目 単 位 数 計

ア マ ン ｄ ａ ｙ

合 計
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［大学科（商業科）］ [小学科（情報処理科）]

学年 2

選択

教　科 科　　目 芸術 理科 Ｆ

現 代 の 国 語 ◎2 2 2

言 語 文 化 ◎2 2 2

文 学 国 語 4 2 2 2 4･6

地 理 総 合 ◎2 3 3

歴 史 総 合 ◎2 3 3

公 共 ◎2 2 2

政 治 ・ 経 済 2 2 0･2

数 学 Ⅰ ◎3 2 2 4

数 学 Ａ 2 2 2

科 学 と 人 間 生 活 ◎2 2 2

化 学 基 礎 ○2 2 0･2

生 物 基 礎 ○2 2 0･2

体 育 ◎7～8 2 3 3 8

保 健 ◎2 1 1 2

音 楽 Ⅰ ○2 2 0･2

書 道 Ⅰ ○2 2 0･2

英 語 ｺ ﾐ ｭ ﾆ ｹ ｰ ｼ ｮ ﾝ Ⅰ ◎3 3 3

英 語 ｺ ﾐ ｭ ﾆ ｹ ｰ ｼ ｮ ﾝ Ⅱ 4 2 3 5

家　庭 家 庭 総 合 ◎4 2 2 4

情　報 情 報 Ⅰ 2

14 2 17 15 2 0･2 50･52

ビ ジ ネ ス 基 礎 ◇2～4 4 4

課 題 研 究 ◇2～4 3 3

総 合 実 践 2～4 2 2

観 光 ビ ジ ネ ス 2～4 2 2

簿 記 2～4 4 4

財 務 会 計 Ⅰ 2～4 4 4

情 報 処 理 ◎2～4 4 4

ソフトウェア活用 2～4 4 4

プ ロ グ ラ ミ ン グ 2～4 2 2

ネットワーク活用 2～4 3 3

家　庭 保 育 基 礎 2～6 2 0･2

12 0 11 9 0 0･2 32･34

総探 ◎3～6 1 1 1 3

27 2 29 25 2 2 87

特活 1 1 1 3

30 90

入学年度 令和６年度・７年度・８年度

備考
1 3

計
標準
単位

共通 共通 共通
選択

各
学
科
に
共
通
す
る
各
教
科
・
科
目

合 計

ア マ ン ｄ ａ ｙ

選択科目は同
一括り内の科
目から１科目
選択

地理歴史

公　民

数　学

理　科

保健体育

国　語

芸　術

外国語

（情報処理で代替）

科 目 単 位 数 計

ホームルーム活動

週 当 た り 総 時 数 30 30

主
と
し
て
専
門
学
科
に
お
い
て

開
設
さ
れ
る
各
教
科
・
科
目

商　業

科 目 単 位 数 計
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進路指導部 ＰＴＡ総会資料 

 

１ 進路希望調査結果より（Ｒ８年４月実施）                    上段：人数、下段：(％) 

 四年制大 短大 専門学校等 就職 就職進学 その他・未定 合計 

１年 

１２ 

(25％) 

１ 

(2％) 

７ 

(14％) ９ 
(18％) 

０ 

(0％) 

２０ 

(41％) 

４９ 
(100%) ２０ 

(41％) 

２年 

８ 
(19％) 

３ 
(7％) 

１３ 

(30％) ９ 

(21％) 

０ 

(0％) 

１０ 
(23％) 

４３ 

(100%) ２４ 

(56％) 

３年 

１１ 

(22％) 

１ 
(2％) 

３１ 

(62％) ７ 

(14％) 

０ 

(0％) 

０ 

(0％) 

５０ 

(100%) ４３ 
(86％) 

   

２ 高校生の保護者におすすめサイト 

【ベネッセマナビジョン［適職・適学診断］】 

簡単な 10 の質問から高校生のお子様に向いている、おすすめの職業・学問を

診断できます。お子様の性格や適性を答えて、進路選びのヒントにしてください。

また、【ベネッセマナビジョン保護者】のサイトで様々な高校生の保護者向けの

情報を得たり、記事を読んだりすることができます。 

 
【job tag(職業情報提供サイト)】 

就職・転職活動やキャリア形成を支援するために、約 500 種類以上の職業に 

ついて「仕事の内容」「求められるスキル」「年収などの労働条件」などを「見

える化」して無料で提供している厚生労働省が運営するサイトです。［自己診断

ツール］があり、様々な検査から適職を探索することができます。お子様とぜ

ひ一緒に利用してください。 

 

【スタディサプリ進路保護者版】 

大学・短大・専門学校の学校情報、入試スケジュール、学費、奨学金情報など

をまとめた高校生の保護者向け支援サイトです。無料のパンフレット請求や、

受験生をもつ保護者向けのお役立ち記事、情報誌の配信などが行われています。 

 

 

【日本学生支援機構(JASSO)】 

文部科学省が管轄する独立行政法人で、日本の学生支援の核となる機関で

す。「進学資金シミュレーター」では、年収や家族構成から給付型奨学金や授業

料減免の対象になるかを試算できます。 

 

 

 

  【全国大学生活協同組合連合会［大学入学前・入学後のお金のハナシ集］】 

  大学入学までの費用、大学生活における食事や生活費、仕送り、奨学金など

について、データとともに実際の保護者や大学生の声などを掲載しています。 
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３ 進学にかかる費用について 

進学先別の学校納付金の平均額（年間費用） 

 １年目 ２年目～ 合計 
国立大学 ８２万円 ５４万円 (４年間)  ２４４万円 
公立大学 ９２万円 ５４万円  (４年間)  ２５４万円 
私立大学（文系） １３０万円 １０８万円 (４年間)  ４５４万円 

〃   （理系） １７２万円 １４７万円 (４年間)  ６１３万円 
公立短期大学 ５６万円 ３８万円 （２年間）  ９４万円 

私立短期大学 １２９万円 １０５万円 (２年間)  ２３４万円 

専門学校（情報処理・IT） １２３万円 １０２万円 (２年間)  ２２５万円 
  〃  （ゲーム・CG） １４５万円 １２４万円 (２年間)  ２６９万円 

〃  （看護） １２９万円 １０７万円 (３年間)  ３４３万円 
〃   （柔道整復） １６０万円 １３２万円 (３年間)  ４２４万円 
〃  （理学療法・作業療法） １７８万円 １４３万円 (３年間)  ４６４万円 
〃   （栄養・調理） １５０万円 １３２万円 (２年間)  ２８２万円 
〃   （理容・美容） １３５万円 １２３万円 (２年間)  ２５８万円 
〃   （保育・教育） １１７万円 １０１万円 (２年間)  ２１８万円 
〃  （簿記・ビジネス・IT） １１５万円 ９９万円 (２年間)  ２１４万円 

〃  （アニメ・声優） １３２万円 １１３万円 (２年間)  ２４５万円 

※ 国立大学は 2026 年度の標準額、公立大学は文部科学省「2024 年度学生給付金調査」(入学料は地域外の平均)、私立大学は同省「令和 7

年度入学者の初年度納付金の平均額の調査」、専門学校は東京都専修学校各種学校協会「令和 6 年度学生・生徒納付金調査」より。 

※ 国公立大学と公立大学は、上のほかに、諸経費がかかる。 

進学費用は、卒業後ではなく「受験時」から必要となります。 

(1) 納入時期の注意  

入試費用や、合格直後の「入学手続金（入学金など）」は急な出費となる場合が多いです。余裕を

もった準備をお願いいたします。 

(2) 奨学金の活用と期限  

奨学金を検討されている方は、以下の点にご留意ください。 

・ 日本学生支援機構：高校在学中の予約申込は７月が最終期限です。 

・ 多様な制度：大学独自の奨学金や自治体の制度もあります。「返済の有無（給付か貸与か）」「卒  

業後の義務」などの条件が大きく異なります。 

お子様の可能性を広げるためにも、早めの情報収集とご準備をお願いいたします。 

 

４ 基礎力診断テスト GTZ (学習到達ゾーン) 

表に掲載しているのは、ベネッセの学力指標である「GTZ（学習到達ゾーン）」の一覧です。これは 

現在の学力レベルを客観的に把握するための一つの目安となります。４／30(木)、５／１(金)に実施

した「基礎力診断テスト」の結果から、お子様の現在の GTZ を確認いただけます。大切なのは、結果

に一喜一憂するのではなく、現在の位置を正しく理解し、目標に向かって地道な努力を積み重ねるこ

とです。ぜひご家庭でも結果をご覧になり、お子様の得意分野や今後の課題について共有するきっか

けにしていただければ幸いです。志望校合格や希望する進路の実現に向け、一歩ずつレベルアップを

目指していきましょう。 

ＧＴＺ レベル 

Ｓ１～Ａ１ 難関大 

Ａ２～Ｂ３ 
進学・就職に対して、十分な力がある。大学入学共通テスト挑戦のレベル 

（国公立大学一般、公務員試験合格） 

Ｃ１～Ｃ３ 
高校生全員が目指したい目標 

（国公立大学推薦、私立大学、短大・専門学校等合格、就職筆記試験クリア） 

Ｄ１～Ｄ２ 高校教科書の例題レベルの内容がやや理解できていない 

Ｄ３ 小・中学校の内容を十分に理解していない、初級の検定合格が厳しい 
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状態 保護者等の関わり 学びの場 

１ 
登校でき，ほぼ教室で過ご

すことができる。 
○ 表情，体調などを観察しておく。 学校（教室） 

２ 
登校できるが，遅刻・欠席

がしばしばある。 

○ 学校と十分に連携し，本人の心身の

状態を把握した上で支援する。 

○ 学校（スクールカウンセラー，スクー

ルソーシャルワーカーを含む。）に相談

し，お子様の体調，表情，心情等を十

分に伝え，よりよい支援ができるよう

連携する。 

○ 別室等を利用することも学校ととも

に検討する。 

学校 

（教室または

保健室，図書

館，校内教育支

援センターな

どの別室） 
３ 

登校できるが，ほとんどを 

教室以外で過ごしている。 

４ 

学校で過ごすことは難し

いが，比較的気軽に外出でき

る。 

○ 学校，市町村教育委員会に相談し，本

人の思いを尊重しながら教育支援セン

ターやフリースクール等を利用するこ

とを検討する。 

○ 睡眠や食事など，生活の安定に課題

がある場合は，医療（病院・保健所など）

や福祉（市町村福祉部局，児童相談所な

ど）の専門機関に相談し，連携する。 

教育支援センター 

フリースクール 

自宅 等 
５ 

家庭内では家族とともに

過ごし，笑顔を見せられる。 

外出は難しい。 

６ 
部屋に閉じこもり，家族と

もほとんど顔を合わせない。 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

不登校支援ガイド 

１ 子供の状態と関わり方の例 

２ 学校内の支援体制 

学校に行きたがらない 子供への接し方が分からない 心配な状態が続いている 

鹿児島県教育委員会 

 

 

 
心の不安や悩みなどの

相談ができます。 

（心の専門家） 

スクールカウンセラー，スクー

ルソーシャルワーカーへ気軽に御

相談ください。お子様だけでな

く，保護者の相談が効果的な支援

につながる場合もあります。 

詳しくは，学校にお問い合わせ

ください。 

学校では，担任，教育相談担当者，養護教諭，
管理職等が連携し，チームで支援します。 

お子さんや保護者の周りには，学校だけでなく行政や民間の様々な支援の輪が広がっています。 
一人で悩まずに，まずは学校，市町村教育委員会などに御相談ください。 

お子様について，こんな困りごとはありませんか？ 

お子様の状態に合わせて，適切な支援の方法を一緒に見つけましょう。 

スク ールカ ウンセラ ー 
   （ Ｓ Ｃ ）  

生活や環境などの

相談ができます。 

（福祉の専門家） 

スクールソーシャルワーカー     

（ＳＳＷ） 
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                              ※ 市町村や施設によって異なります。 

 

学校の別室 
（校内教育支援センター含む） 

市町村教育支援センター 民間施設等 
（フリースクール等） 

○ 教室で過ごすことが

難しい場合は，保健室や

空き教室などの別室で

学習できます。 

○ 基本的には個別学習

ですが，教室等とつない

でオンライン学習をす

る場合もあります。 

○ 各市町村教育委員会

が設置しています。 

○ 一人一人に合わせた

個別指導や相談等を行

います。 

○ ほとんどの場合，無料

です。 

○ 学校や教育支援セン

ター以外の，日中の時間

帯に学習したり活動し

たりする場所です。 

○ 一定の条件を満たせ

ば，在籍校での出席認定

や成績評価の対象にな

ります。 

 

 

 

 

 

４ 多様な学びの場と一般的な支援の内容 

お子様の状態により，どの機関や施設等でどのような支援をすることができるか，保護

者，学校，市町村教育委員会，民間施設等で連携しながら検討することが大切です。 

学校以外の社会の様々な人々や同年齢集団との交流ができる居場所や学びの場が，お

子様への支援に効果的な場合もあります。 

３ 連携による支援体制 不登校のお子様への支援は，さまざまな機関が相互
に連携しながら行います。 
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子供たちを取り巻く環境が大きく変化していることを受けて，文部科学省は，生徒指導の

基本的な考え方や取組の方向性を再整理するとともに，今日的な課題に対応していくため，

令和４年に「生徒指導提要」を12年ぶりに改訂しました。不登校の課題についての主な留意

点は次のとおりです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 このような考えの基になっている法律や基本方針があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

○ 学校だからこそできることもあるが，「学校に登校する」という結果のみを目標にしない。 

○ 児童生徒が自らの進路を主体的に捉え，社会的に自立する方向を目指すように働きかける。 

○ 児童生徒によっては，不登校の時期が休養や自分を見つめ直す等の積極的な

意味を持つこともある。 

○ 一方で，学業の遅れや進路選択上の不利益，社会的自立へのリスクが存在する

ことにも留意する。 

○ 学校では，発達支持的生徒指導として「魅力ある学校づくり」を進める。 

○ 課題予防的・課題対応的生徒指導として，「社会に開かれたチーム学校」による

個々の児童生徒に応じた具体的な支援を展開する。 

 

教育機会確保法の基本理念 
① 全児童生徒が豊かな学校生活を送り，安心して教育を受けられるよう，学校における環境の確保 

② 不登校児童生徒が行う多様な学習活動の実情を踏まえ，個々の状況に応じた必要な支援 

③ 不登校児童生徒が安心して教育を受けられるよう，学校における環境の整備 

④ 義務教育の段階の普通教育に相当する教育を十分に受けていない者の意思

を尊重しつつ，年齢または国籍等にかかわりなく，能力に応じた教育機会を確

保するとともに，自立的に生きる基礎を培い，豊かな人生を送ることができる

よう，教育水準を維持向上 

⑤ 国，地方公共団体，民間団体等の密接な連携 

５ 不登校支援の必要性 

「生徒指導提要」における不登校の留意点 
概要 

「義務教育段階における普通教育に相当する教育の機会の確保等に関する基本方針」 
（平成29年３月31日文部科学大臣決定） 

～基本方針の基本的な考え方～ 
＜うち，不登校児童生徒に対する教育機会の確保等＞ 

① 魅力あるよりよい学校づくりを目指すこと 

② 不登校児童生徒の社会的自立を目指すこと 

③ 就学に課題を抱える外国人の子供に対する配慮が必要 

④ 不登校というだけで問題行動であると受け取られないよう配慮すること 

⑤ 不登校児童生徒の意思を十分に尊重しつつ，個々の児童生徒の状況に応じた支援を行うこと 

学校だけでなく，社会全体で
支援することが大切です。 

「義務教育段階における普通教育に相当する教育の機会の確保等に関する法律」 
（平成28年12月14日公布） 

「教育機会確保法」 
とも呼ばれています。 

生徒指導提要 

教育機会確保の基本方針 

教育機会確保法 
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県の関係相談機関 
機関名・所在地 相談内容 相談方法等 

県総合教育センター 
教育相談課 
 

鹿児島市宮之浦町862 

い じ め や 不 登

校，性格行動，しつ

け，親子関係など

子供に係る相談全

般 

○ 電話相談 

24時間子供SOSダイヤル  

       0120-0-78310（フリーダイヤル） 

＊ 携帯電話もつながります。 

かごしま教育ホットライン24（24時間対応） 

     0120-783-574（フリーダイヤル） 

＊ 携帯電話はつながりません。 

○ 来所相談：月～金曜日の午前８時30分～午後５時 

※ 事前に要予約（     099-294-2788）， 

祝日・年末年始を除く。 

県中央児童相談所 
 

鹿児島市桜ヶ丘６丁目 

12番 

 養護，非行，不登

校，しつけ，里親等

に関することなど

満18歳になるまで

の子どもについて

のあらゆる相談 

○ 電話・来所相談：     099-264-3003 

（来所相談は事前に要予約） 

月～金曜日 午前８時30分～午後５時15分 

※ 祝日・年末年始を除く。 

○ 子ども･家庭110番：     099-275-4152 

（つなごうよいこに） 

月～金曜日 午前９時～午後10時 

※ 祝日・年末年始を除く。 

○ 巡回相談：離島や遠隔地を定期的に巡回 

県北部児童相談所 
 

薩摩郡さつま町虎居

704-2 

 養護，非行，不登

校，しつけ，里親等

に関することなど

満18歳になるまで

の子どもについて

のあらゆる相談 

○ 電話・来所相談：     0996-21-3150 

（来所相談は事前に要予約） 

月～金曜日 午前８時30分～午後５時15分 

※ 祝日・年末年始を除く。 

県大隅児童相談所 
 

鹿屋市打馬2-16-6 

 養護，非行，不登

校，しつけ，里親等

に関することなど

満18歳になるまで

の子どもについて

のあらゆる相談 

○ 電話・来所相談：     0994-43-7011 

（来所相談は事前に要予約） 

月～金曜日 午前８時30分～午後５時15分 

※ 祝日・年末年始を除く。 

県大島児童相談所 
 

奄美市名瀬小俣町20-2 

 養護，非行，不登

校，しつけ，里親等

に関することなど

満18歳になるまで

の子どもについて

のあらゆる相談 

○ 電話・来所相談：     0997-53-6070 

（来所相談は事前に要予約） 

月～金曜日 午前８時30分～午後５時15分 

※ 祝日・年末年始を除く。 

 ６ 不登校に関する相談窓口 
お困りごとや相談したいことがある場合は，

こちらに御連絡ください。 

 各相談機関を通じて，医療・福祉等の関係機関

につながることもできます。 
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機関名・所在地 相談内容 相談方法等 

県こども総合療育

センター 
 

鹿児島市桜ヶ丘６丁目 

12番 

こどもの心身の

発達に関する相

談，発達障害（疑い

含む）等のあるこ

どもの受診に関す

る相談（中学卒業ま

でのこどもが対象） 

○ 電話相談及び来所相談（来所相談は事前に要予約） 

受付日時：月～金曜日 午前８時30分～午後５時 

専用ダイヤル：     099-265-2400 

※ 診療（初診）は，学校や支援機関からの紹介票の 

提出が必要です。 

※ 祝日・年末年始を除く。 

（併設） 

県発達障害者支援

センター 

発達障害児（者）

についてのライフ

ステージに応じた

相談 

○ 電話相談及び来所相談（来所相談は事前に要予約） 

受付日時：月～金曜日 午前８時30分～午後５時 

専用ダイヤル：     099-264-3720 

※ 祝日・年末年始を除く。 

県精神保健福祉 

センター 
 

 

鹿児島市小野１丁目 

１番１号 

精神保健及び精

神障害者の福祉に

関する相談  

○ 医師による相談(来所相談のみ) 

一般相談：(新規)木曜日 午前９時～1１時（要予約） 

(再診)月曜日 午前９時～1１時（要予約） 

思春期相談：原則第３水曜日 午前９時～1１時（要予約） 

依存症専門相談：年10回（相談日時は要問合せ） 

薬物関連問題相談：原則第３金曜日 午後２時～４時（要予約） 

○ 相談員による相談 

来所相談：月～金曜日 午前９時～午後５時(要予約) 

電話相談：月～金曜日 午前９時～午後５時 

※ 相談・予約は     099-218-4755にお電話ください。 

県警察少年サポート

センター 

鹿児島中央駅分室 
 

鹿児島市中央町 

37番地１（地下） 

 少年の非行防止，

健全育成に関する

問題などの相談 

○ 電話・来所相談：     099-252-7867 

月～金曜日 午前８時30分～午後５時15分 

※ 年末年始・祝日を除く。 

○ ヤングテレホン：     099-252-7867 

○ ヤングメール： 

kp-youngmail@police.pref.kagoshima.jp 

かごしま子ども・若

者総合相談センター
（ひきこもり地域支援

センター） 
 

鹿児島市鴨池新町１番８号 

 不登校，ひきこ

もり，ニート，フ

リーター，ヤング

ケアラーなど，子

ども・若者に関す

る相談 

○ 相談日時：火～日曜日 午前10時～午後５時 

  ※ 月曜日・年末年始（12/28～1/4）を除く。 

電 話 相 談：     099-257-8230 

来 所 相 談：事前の予約が必要 

メール相談：https://www.soudancenter-k.com/ 

   （メール相談専用フォームからの相談） 

 

かごしま教育ホットライン24     かごしま子供SNS相談・通報窓口 
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市町村教育支援センター等 
番号 市町村 施設名 電話番号 所在地 設置主体 

１ 

鹿児島市 

フレンドシップ鴨池 099-250-7505 
鹿児島市鴨池2丁目32-30 
勤労青少年ホーム内 

鹿児島市教育委員会 

     099-227-1971 

２ フレンドシップ城西 099-254-9148 
鹿児島市城西2丁目3-12 
城西中学校内 

３ フレンドシップ谷山 099-268-3165 
鹿児島市谷山中央8丁目20-5 
谷山中学校内 

４ フレンドシップ長田 099-226-3868 
鹿児島市小川町3-10 
長田中学校内 

５ フレンドシップ南 099-251-6090 
鹿児島市東郡元町13-34 
南中学校内 

６ 

日置市 

日置市ふれあい教室 099-272-2400 
日置市伊集院町下谷口 
1782-1 

日置市教育委員会 

     099-248-9431 
７ 

日置市ふれあい教室 

東市来分室 
090-4606-3775 

日置市東市来町長里185 
東市来図書館内 

８ 
日置市ふれあい教室 

永吉分室 
070-4810-1169 

日置市吹上町永吉5947 
永吉地区公民館内 

９ 
いちき 

串木野市 

いちき串木野市 

教育支援センター 
0996-21-5127 

いちき串木野市湊町1-102  
市来地域公民館内 

いちき串木野市教育委員会 

     0996-36-3111 

10 枕崎市 
枕崎市教育支援センター 

「みなと」 
0993-73-1200 

枕崎市住吉町１３１  
枕崎市立図書館３階 

枕崎市教育委員会 

     0993-72-0170 

11 
指宿市 

なのはな教室 0993-22-2111 
指宿市十町2424  
指宿市役所指宿庁舎北別館2階 指宿市教育委員会 

     0993-22-2111 
12 ツマベニ教室 0993-26-4017 

指宿市山川大山1150-1 
山川多目的研修館内 

13 南さつま市 レインボー教室 0993-53-2111 
南さつま市加世田川畑2650-1  
南さつま市民センター1階 

南さつま市教育委員会 

     0993-53-2111 

14 

南九州市 

ふれあい教室スマイル 

知覧教室 
080-8513-5741 

南九州市知覧町郡17880 
知覧文化会館内 

南九州市教育委員会 

     0993-56-1111 
15 

ふれあい教室スマイル 

頴娃教室 
080-8513-5723 

南九州市頴娃町郡1442-1 
頴娃中学校内 

16 
ふれあい教室スマイル 

川辺教室 
080-8513-5746 

南九州市川辺町田部田3880 
川辺中学校内 

17 

阿久根市 

あくねす 0996-73-1258 
阿久根市鶴見町166番地 
阿久根市中央公民館鶴見分館内 

阿久根市教育委員会 

     0996-73-1258 
18 たんぽぽルーム 0996-72-0025 

阿久根市栄町94番地 
阿久根小学校内 

19 きらめきテラス 0996-72-0123 
阿久根市波留5529番地 
阿久根中学校内  

20 出水市 
出水市教育支援センター

「ほっとハウス」 
0996-62-2683 

出水市武本3189-1 
出水市役所庁舎分室内 

出水市教育委員会 

     0996-63-４０７９ 

21 

薩摩川内市 

スマイルルーム 070-4700-6116 
薩摩川内市御陵下町12番14号
（可愛地区コミュニティセンター） 

薩摩川内市教育委員会 

     0996-22-8115 

22 スマイル教室川内北 080-9704‐8901 
薩摩川内市花木町17-60 
川内北中学校内 

23 スマイル教室川内中央 080-７２５５‐２７９１ 
薩摩川内市平佐町5000 
川内中央中学校内 

24 スマイル教室川内南 080-７９７２‐５６８５ 
薩摩川内市平佐町985 
川内南中学校内 

25 さつま町 
教育支援センター 

さつまる～ム 
0996-２６-1８３８ 

薩摩郡さつま町宮之城屋地887 
屋地楽習館内 

さつま町教育委員会 

     0996-53-1111 

26 
霧島市 

国分教育支援センター 0995-47-7408 霧島市国分中央1丁目25-26  
霧島市教育委員会 

     0995-45-5111 
27 隼人教育支援センター 0995-43-5336 

霧島市隼人町内山田1丁目 
6-68 

７ 不登校児童生徒の学びの場・居場所 学校外の学びの場を検討される
場合は，お子様が在籍している学校
を設置している市町村教育委員会に
御連絡ください。 
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番号 市町村 施設名 電話番号 所在地 設置主体 

28 伊佐市 
伊佐市教育支援センター

「ふれあい教室」 
070-4093-1682 

伊佐市大口元町5番地5 
伊佐市元町青少年会館 

伊佐市教育委員会 

     0995-26-1532 

29 
姶良市 

姶良ふれあい教室 080-3974-5547 
姶良市西餅田589 
姶良市姶良公民館内 姶良市教育委員会 

     0995-66-3111 30 加治木ふれあい教室 0995-62-4055 
姶良市加治木町本町253 
姶良市加治木保健センター内 

31 
湧水町 

適応指導教室 

栗野教室 
0995-74-4313 姶良郡湧水町米永433-1 

湧水町教育委員会 

     0995-75-2142 
32 

適応指導教室 

吉松教室 
0995-7５-２５２６ 姶良郡湧水町川西８４3 

33 鹿屋市 
鹿屋市教育支援センター

「マイフレンドルーム」 
0994-31-1370 

鹿屋市北田町11107 
鹿屋市立図書館内 

鹿屋市教育委員会 

     0994-３1-１１３７ 

34 

垂水市 

ほっとルーム 0994-32-0078 
垂水市南松原町 60 番地 
垂水中央中学校内 

垂水市教育委員会 

     0994-32-7213 

35 サテライト牛根教室 0994-36-2001 
垂水市二川 553－1 
牛根地区公民館内 

36 サテライト水之上教室 0994-32-1597 
垂水市本城 1360 
水之上校区公民館内 

37 サテライト新城教室 0994-35-2916 
垂水市新城 3451 
南地区老人憩の家内 

38 

曽於市 

ふれあい教室 

0986-76-5588 

曽於市末吉町二之方2019  
曽於市立図書館２階 

曽於市教育委員会 

     0986-76-8872 
39 ふれあい教室財部分室 曽於市財部町南俣529番地１ 

40 ふれあい教室大隅分室 
曽於市大隅町中之内9１４６  
大隅町旧図書館自習室 

41 志布志市 学びの多様化教室松風 099-47４-１４０４ 
志布志市有明町野井倉1756-
11 

志布志市教育委員会 

     099-472-1111 

42 大崎町 
大崎町多様な学びの場 

なないろキャンパス 
099-476-1111 曽於郡大崎町假宿1058番地２ 

大﨑町教育委員会 

     099-476-1111 

43 肝付町 
不登校児童生徒支援室 

「きらっと」 
0994-37-5639 
（みんなの家ふらっと） 

肝属郡肝付町前田3697 
肝付町勤労青少年ホーム内 

肝付町教育委員会 

     0994-65-8425 

44 西之表市 
西之表市 

教育支援センター 
0997-22-1111 

西之表市西之表15182-1 
西之表市勤労青少年ホーム内 

西之表市教育委員会 

     0997-22-1111 

45 中種子町 
中種子町教育支援センター 

「フレンドコネクト」 
0997-27-1733 

熊毛郡中種子町野間6584番地2 
中種子町福祉センター内 

中種子町教育委員会 

     0997-27-1111 

46 
屋久島町 

屋久島町 

北部教育支援センター 
0997-47-1393 

熊毛郡屋久島町宮之浦 
2445番地29 屋久島町教育委員会 

     0997-43-5900 
47 

屋久島町 

南部教育支援センター 
0997-46-2266 

熊毛郡屋久島町安房 
410番地70  

48 奄美市 ふれあい教室 0997-52-1128 
奄美市名瀬幸町25-8 
奄美市教育委員会内 

奄美市教育委員会 

     0997-52-1128 

49 
瀬戸内町 

ふれあい教室       0997-72-0995 
大島郡瀬戸内町古仁屋842-8 
古仁屋中学校内 瀬戸内町教育委員会 

     0997-72-0113 50 さくらアネックス 0997-76-3321 
大島郡瀬戸内町古仁屋松江 
5-10 2F さくら塾内 

51 龍郷町 
龍郷町 

教育支援センター 
0997-69-4532 大島郡龍郷町瀬留968-1 

龍郷町教育委員会 

     0997-69-4532 

52 喜界町 
喜界町 

教育支援センター 
0997-65-0229 

大島郡喜界町赤連樋口之前18番地の２ 

喜界町中央公民館内 
喜界町教育委員会 

     0997-65-3681 

53 天城町 
天城町 

教育支援センター 
０９９７‐８５‐５１１２ 

大島郡天城町天城４３０番地  
天城町立図書館内 

天城町教育委員会 

     0997-８５-５２２６ 

54 伊仙町  結いスクール 0997-86-4651 
大島郡伊仙町伊仙１８４２番地 
伊仙町中央公民館内 

伊仙町教育委員会 

     0997-86-4651 

55 与論町 
子ども第三の居場所  
よろんＰＯＭセンター 

0997-97-2792 

(こども未来課） 
大島郡与論町茶花２０３０ 

与論町教育委員会 

     0997-９７-２４４1 
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県内のフリースクール等  
番号 所在地 施 設 名 電話番号 メールアドレス 

１ 鹿児島市 

NPO法人しののめフリースクール 

099-251-2763 shinonomeschool@gmail.com 

２ 鹿児島市 

NPO法人どんぐり自然学校 

099-244-5759 dongurisizen_steiner@yahoo.co.jp 

３ 鹿児島市 

桜心学院 

099-813-7515 info@ohshin-gakuin.com 

４ 鹿児島市 

グッジョブスクール 

099-800-5012 school@goodjob.group 

５ 鹿児島市 

敬進フリースクール 099-802-3759 

             （武岡） 

 

099-248-9303 

             （石谷） 

keishinjuku@outlook.jp 

６ 鹿児島市 

やさしいハリネズミの楽校 

メール・ＬＩＮＥにて受付 

詳細はＨＰをご覧ください。 
hsp.harinezumi@gmail.com 

７ 鹿児島市 

かごしま中央高等学院/ｅスポーツ高等学院 

099-204-7807 info@kagoshima-chuos.com 

８ 鹿児島市 

トライ式高等学院   トライ式中等部 

0120-919-439 try-gakuin-front@trygroup.com 

※ 県内全てのフリースクール等を網羅しているわけではありません。 
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番号 所在地 施 設 名 電話番号 メールアドレス 

９ 鹿児島市 

フリースペース大谷 

099-223-6615 freespace.ootani@gmail.com 

10 日置市 

学びの杜学園フリースクール 

099-272-5525 info@manabi-mas.co.jp 

11 枕崎市 

 
NPO法人 

子育てふれあいグループ自然花 

0993-58-1888 jinenka@jinenka.jp 

12 指宿市 

 
あそびばここから 

090-8288-7426 cocokara.enjoylife@gmail.com 

13 

南九州市 

 

※オンライン

教室  

ビーンズポケット初等中等部 

090-6712-3416 shin1r@beanspocket.com 

14 霧島市 

里山の自然楽交 おひさまのおと 

 
080-1792-3632 

 

ohisamano.oto@gmail.com 

 

15 姶良市 

そらひフリースクール 

0９９５-４０-２４１６ sorahischool@gmail.com 

16 姶良市 

楠学園小中学部 

0995-52-0385 primary@naturalstance.jp 
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Ｒ８．３月現在 

番号 所在地 施 設 名 電話番号 メールアドレス 

17 鹿屋市 

みんなの家 ふらっと 

0994-37-5639 

 

minnanoie.flat@gmail.com 

 

18 鹿屋市 

スタディルーム 

 

0８0-７０３０-２１８０ 

 

ｓtudyroom.kanoya@gmail.com 

 

19 錦江町 

みんなの居場所よろっで 

0994-27-4548 

（火・木：0994-37-5639） 

 

minnanoie.flat@gmail.com 

 

20 奄美市 

NPO 法人フリースクール MINE 

090-5287-6115 freeschoolmine262@gmail.com 

21 徳之島町 

子どもの居場所コランネ 

09９７-８４-３３８８ 

 
colanne2020@gmail.com 

22 和泊町 

 
NPO法人心音 

子どもの居場所ダ・ヴィンチ 

0997-92-3800 yumeko2542@ybb.ne.jp 

掲載に当たっては，以下の条件にあてはまるフリースクール等を掲載しています。 

① 令和８年１月現在，県内の小中学生が利用しており，かつ，児童生徒の状況
や学習・活動の内容について学校及び各教育委員会との十分な連携や実績等が

確認されている民間施設 
② これまで県教育委員会と連携し，その実績等が確認されている民間施設 

 
 

＜本紙に関するお問い合わせ先＞ 
鹿児島県教育委員会 高校教育課 
☎ 099-286-5532 
E-mail seitosidou@pref.kagoshima.lg.jp 

掲載されている施設
以外にも，様々な様態の
施設があります。 

詳しくは，お住まいの
市町村教育委員会にお
問い合わせください。 
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生徒の大会参加について 
派遣規定より 

 

◇ 本校では、生徒の大会参加について次の規定があります。 

 

１ 登録制を原則とし、4月末日までに生徒会へ登録する。期日までに登録して

いない生徒は最初の県大会に出場できない。但し、登録は遅れたが真面目

に活動している生徒の派遣に ついては考慮する。 

 

２ 派遣については、団体チームを原則とし、個人戦のみの出場についても審

議する。 

 

３ 平常の生活態度が正しく、派遣先での行動に信頼がもてること。 

 

４ 派遣するものについては、学習・生活態度・健康・服装等に難点のな

いこと。また、次に該当する生徒については出場を停止する。 

⑴ 特別指導中の生徒。 

⑵ 直近の学期末の観点別評価において、成績不振の科目が３科目以上ある
生徒。しかし、教科担任の指導により、学習への取り組みの改善が見られ

た生徒は、別途審議する。 

⑶ 健康上の理由で競技会への参加が心配される生徒。 

⑷ 学校及び部の名誉を、著しく傷つけた生徒及びチーム。 

⑸ 校則違反等が多く、学習態度にも問題のある生徒。 

⑹ 諸会費が納入されていない生徒。但し、状況に応じて別途審議する。 

（県大会以上の大会に出場する際確認します。） 

５ 派遣する部活動は、平日の活動が常であるものとする。活動状況は次の項

目から判断する。 

⑴ 計画的・継続的に練習に取り組んでいること。 

⑵ 派遣費が生じる大会については、前大会が終了してからの活動日数が、

活動可能な平日の8割程度あること。  

 

６ 派遣の日程は下記のとおりとする。 

⑴ 選手の出発は試合日の前々日の放課後を原則とする。 

⑵ 帰校については、鹿児島新港に16：30までに到着できる場合、直ちに

乗船して帰校する。 

帰校後は５校時から授業を受けるものとする。 



 

令和７年度 ＰＴＡ事業報告 

 

日 付 Ｐ Ｔ Ａ 関 係 事 業 ・ 行 事 

一 
 
 

学 
 
 

期 

 ４月３日(木) 

８日(火) 

９日(水) 

     23日(水) 

第１回運営委員会 

第５７回入学式 

会計監査 

ＰＴＡ評議員会 

 ５月16日(金)  

16日(金) 

   31日(土) 

第１回奄美市ＰＴＡ連絡協議会理事会（奄美市庁）（委任状） 

ＰＴＡ総会・地区ＰＴＡ・学級及び学年ＰＴＡ  

奄美群島ＰＴＡ連絡協議会総会・研修会（喜界町）（１名参加） 

６月14日(土) 

  26日(木) 

  27日(金) 

奄美市ＰＴＡ連絡協議会総会・研修会・懇親会（AiAiひろば）（２名参加） 

大島地域青少年育成推進協議会 

奄美大島５高ＰＴＡ研修会（18名参加） 

８月23日(土) 体育祭前ＰＴＡ親子奉仕作業（159名参加） 

二 
学 

期 

 ９月13日(土) 第５７回体育祭 

10月８日(水) 

25日(土) 

２学年ＰＴＡ 

第５７回北高祭 

11月７日(金) 

  ８日(土) 

27日(木) 

第４３回笠利一周遠行 

第３７回大島地区高等学校ＰＴＡ研修会（４名参加） 

１学年ＰＴＡ 

12月５日(金) 

  20日(土) 

奄美市ＰＴＡ連絡協議会 第３回 理事会 （１名参加） 

奄美市まなびフェスタ及び第１回市PTA連絡協議会研修会（６名参加） 

三 

学 

期 

 １月8日(木) 

17日(土) 

第２回PTA評議委員会（１３名参加） 

第２回奄美市ＰＴＡ連絡協議会理事会・研修会（１名参加） 

 2月 28日(金) 第５６回卒業式    ＰＴＡ新聞（「てーち木」）発行 

備 考 77周年記念ポロシャツ販売〔 8月28日(木)～9月1日(月) 〕 
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予 算 額 増　　減

(A) （Ｃ）＝(B)-(A)

430,280 0

688,800 ▲ 5,250

250 189,799

1,119,330 184,549

予 算 額 増　　減

(A) （Ｃ）＝(B)-(A)

会 議 費 10,000 ▲ 380

旅 費 100,000 ▲ 54,420

需 用 費 140,000 ▲ 33,291

通 信 費 10,000 ▲ 10,000

負 担 金 90,000 28,160

慶 弔 費 30,000 ▲ 30,000

小 計 380,000 ▲ 99,931

行 事 費 90,000 27,944

生活指導費 20,000 ▲ 12,740

需 用 費 40,000 ▲ 4,640

負 担 金 220,000 6,413

雑 費 30,000 677

小 計 400,000 17,654

339,330 ▲ 158,410

1,119,330 ▲ 240,687

円

円

円（次年度へ繰越）

878,643

280,069

117,944

7,260

35,360

425,236

226,413

30,677

417,654

180,920

878,643

106,709

0

支出済額

(B)

118,160

0

収入総額

支出総額

差引残額

収入済額

(B)

1,303,879

430,280

683,550

1,303,879

9,620

　収入の部

令和7年度　大島北高校ＰＴＡ会計決算書

（単位：円）

備　　　　　　　　　　考費　　　　目

学校関係者評議員会旅費旅費　他

預金利子、７７周年ポロシャツ収益金
PTA連合会総合保障事務委託費

備　　　　　　　　　　考

正月用門松他

生徒証明カード関係

市ＰＴＡ連絡協議会会費，地区ＰＴＡ研修会負担金
ＰＴＡ教育安全振興会共済加入金　他

私費設置屋根等修理、
歓送迎会ＰＴＡ代表者経費　他

合　　　　計

費　　　目

運
　
　
営
　
　
費

校
　
務
　
補
　
助
　
費

予　　備　　費

合　 　　　　計

各種研究会等負担金

会議用お茶 

２　支出の部

入学式・卒業式経費、体育祭・文化祭経費

繰　越　金

会　　　　費

雑　収　入 190,049

奄美市PTA連絡協議会総会等旅費

ＰＴＡ新聞印刷代、奉仕作業経費
ＰＴＡ新聞購読料　 他

月350円×1605件（PTA）
月350円×348件（職員）

45,580
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区分 科　　目 予 算 額（Ａ） 収入済額（Ｂ） 増減（Ｂ－Ａ） 備考

繰越金 289,677 289,677 0

収入
会　費 444,000 440,250 ▲ 3,750 月250円×1761件

雑収入 150,000 153,200 3,200 朝課外生徒徴収分等

883,677 883,127 ▲ 550

区分 項　　目 予算額（Ａ） 支出済額（Ｂ） 差額（Ｂ－Ａ） 備考

旅　　費 100,000 0 ▲ 100,000

消耗品費 150,000 133,463 ▲ 16,537 学習の記録、蛍雪時代等

通 信 費 50,000 10,270 ▲ 39,730 就職・進学活動通信費（送料）

雑　　費 150,000 80,576 ▲ 69,424
卒業アルバム
コピー使用料等

予 備 費 433,677 228,640 ▲ 205,037 朝課外手当，模試監督代

合　　計 883,677 452,949 ▲ 430,728

収入総額 883,127 円

支出総額 452,949 円

430,178 円

支出

令和7年度　大島北高校進路指導費決算書

次年度へ繰越額
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　（単位：円）

区分 科　　目
予 算 額

（Ａ）
収入済額

（Ｂ）
増減

（B）－（A）
備考

繰越金 955,579 955,579 0

収入
会費 1,864,800 1,849,050 ▲ 15,750 月1,050円×1761件

文化祭収益金 0 0 0

助成金 500,000 676,000 176,000 県・地区部活動大会助成金　他

雑収入 500 31,173 30,673 同窓会寄附、預金利息

3,320,879 3,511,802 190,923

区分 項　　目
予 算 額

（Ａ）
支出済額

（Ｂ）
増減

（B）－（A）
備考

県大会 2,000,000 1,976,540 ▲ 23,460
バレーボール部，バトミントン部
陸上部，カヌー部，
バスケットボール部等

地区大会 200,000 68,180 ▲ 131,820 地区バスケットボール大会

その他 820,879 472,780 ▲ 348,099
英語スピーチコンテスト
探究コンテスト
全国カヌー大会　他

予備費 300,000 0 ▲ 300,000

合　計 3,320,879 2,517,500 ▲ 803,379

収入総額 3,511,802 円

支出総額 2,517,500 円

次年度へ繰越額 994,302 円

支出

令和7年度　大島北高校派遣費　決算書
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区分

収入

区分

. 
支出

• 

令和 7 年度 大島北高生徒会費

収入総額

支出総額

差引残額

7 5 0 , 6 0 0 円

7止 P 1
3 6 , 2 6 4 円（ 次年度へ繰越）

経費区分 科 目 当初干算 補花 流用 了・ 算現栢 ( A )

錢試合
44,820 

゜ ゜
44,820 

I 令脊
710,400 

゜ ゜
710,400 

i 北澳祭収枯合

゜ ゜ ゜ ゜
雑印入

゜ ゜ ゜ ゜
収入合計

755,220 

゜ ゜
755,220 

経費区分 科 目 当初予算 補正 流用 当初予算 ( A )

執
i 行市費

200,000 200,000 

行
渾咲費

20,000 20,000 

部
機関訪費

41,000 41,000 

1 紬守部関係合計
261,000 261,000 

バレ 一部
128,000 128,000 

ワープロ・ デヅタ ルアート 部
17,000 17,000 

部 屈I - 部
33,000 33,000 

活 吹奉楽部
52,000 52,000 

勤 北＊烏＊蒻部
27,000 27,000 

関 ハンド メ イ ド 部
10,000 10,000 

係 カ ヌ 一部
65,000 65,000 

パスケッ ト ポール部
38,000 38,000 

パド ミ ント ン部
114,000 114,000 

部活勲関係合計
484,000 

゜ ゜
484,000 

大会参加菩

゜ ゜ ゜ ゜1 干偉廿 10 000 

゜ ゜
10 000 

支出総計 522 423 

゜ ゜
755 000 

上記の通り 報告致し ます。

令和 8 年 3 月ン午日 大島北高専学校生徒会 会計

令和 8 年 3 月L 和 大鳥北萬等学校生徒会 会計

令和 3 年 3 月研日 大鳥北高専学校生徒会 会計顧問

（ 監査輯告）

上記の決算について証拠書頼導を精蒼し た帖果、 相遣がないこ と を 確認し まし た。

令和釦り り I 日 大鳥北高等学校 事楕長

決算書

決算額 ( B ) 比較増減( B - A ) 傭考襴

41,820 

゜704,400 A  6,000 

゜ ゜1,380 1,380 

750,600 • 4,620 

決算額（ B ) 比較増減( A - 8 ) 傭考襴

188,353 11,647 

4,074 15,926 

40,150 850 

232,577 28,423 

126,545 1,455 

16,327 673 

33,000 

゜52,000 

゜27,000 

゜9,997 3  

64,960 40 

37,930 70 

114,000 

゜481.759 2,241 

゜ ゜
゜

10 000 

714 336 4 0 、 6 6 4

紅 舷 置）

川口舟津宍 ｮ  
井之上 冬 心＼

-- 広詑 • 四
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区分 科　　目 予 算 額（Ａ） 収入済額（Ｂ） 増減（Ｂ－Ａ） 備　考

繰越金 2,827,432 2,827,432 0

収入
会　費 1,805,400 1,687,200 ▲ 118,200 800円×2109件

雑収入 1,000 3,744 2,744 預金利息

4,633,832 4,518,376 ▲ 115,456

区分 項　　目 予算額（Ａ） 支出済額（Ｂ） 差額（Ｂ－Ａ） 備　考

空調設置経費 400,000 383,432 ▲ 16,568 電気料金　※

予　備　費 400,000 330,770 ▲ 69,230 空調設備清掃一式

空調設備更新費用 3,833,832 0 ▲ 3,833,832

合　計 4,633,832 714,202 ▲ 3,919,630

収入総額 4,518,376 円

支出総額 714,202 円

差引残額 3,804,174 円

支出

令和7年度　大島北高校空調会計決算書

※　全体空調電気代５９０，２５２円－県費空調電気代２０６，８２０円＝３８３，４３２円
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会 計 監 査 報 告

1
2

3
 

監査実施日

会計年度

会計種別

4
 

監査結果

令和 8 年 4 月 1 4 日

令和 7 年度

P T A 会計
進路指導費会計
派遣費会計
生徒会費会計
空調会計

預金通帳，諸帳簿及び諸帳票の記録並びに証拠書類等を
監査した結果，適正に処理されていたことを認めます。

令和 g 年夕月 I弘日

会計監査員 豆ぃ俎 -if R

- 38 -



会　長 各部長 　

組
企画
研修

３Ｃ 校長

３Ａ 副 ３Ｃ

生活
保健

３Ａ

副 ３Ｃ

地　区　評　議　員

名瀬 ２Ｃ 龍郷 ３Ｃ 笠利 ３Ａ

副 会 長 書　記　

組 組

３Ｃ ２Ａ

２Ａ １Ｃ 　

教頭

会 計 監 査 母 親 代 表

組 組

３Ａ 　 ３Ｃ

学　級　評　議　員

組 組 組

書 記

書 記

氏　名

楠 本 美 徳 書 記

五 十 嵐 大 樹

担 任 担 任 担 任

政 博 之

水 谷 浩 次

氏　名 氏　名 氏　名

小 元 み の り

担 任

植 田 栄 太 郎 西 広一郎 事務長 中 棚 ゆ か り

氏　名

１

Ｃ

肥 後 潤 作 ２

Ｃ

𠮷 川　飛 鳥 ３

Ｃ

１

Ａ

平 山 剛 太 ２

Ａ

平 島 郁 子 ３

Ａ担 任 担 任

氏　名 氏　名

渡 邊 隆 上 野 ま ど か 書 記

前 田 健 川 上 万 一 髙 山 裕 司 書 記

脇 田 孝 之 本 田 孝 丸 山 亮 子 書 記

氏　名 氏　名 氏　名

中 田 智 和 四 位 友 樹 大 山 雅 輝

音 野 誠 吾

碇 山 健 一 郎

令和８年度ＰＴＡ役員名簿(案)

氏　名 山 田 信 也 有 川 美 智 代

村 山 健 一 郎 福 元 竜 則
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ＰＴＡ会則 
 

第１章 総  則 
第１条 本会は、鹿児島県立大島北高等学校ＰＴＡと称し、事務所を同校内に置く。 
第２条 本会は、学校と家庭とが教育の責任を分担し、生徒の健全な成長を図ることを目的とする。 

 
第２章 会  員 

第３条 本会の会員は、生徒の保護者又はこれに代わる者及び本校教職員とする。  
    

第３章 組織編成   
第４条 本会を運営し、活動を促進するため次の組織を編成する。 

総会・評議員会・運営委員会・専門部会 
    

第４章 役  員 
第５条 

１ 本会に次の役員を置く。会長１名、副会長４名程度、会計監査委員１名、書記２名、会計１名、学級評議委員各

学級１名、地区評議委員３名程度(名瀬・龍郷・笠利地区より各１名程度）、各専門部長・副部長各１名とする。 
２ 役員は、会員の中から次の方法で選出する。 

⑴ 会長、副会長及び会計監査委員は、評議員会の推薦により、保護者の中から総会において選出する。また、

会長に関しては原則として２年生の保護者から選出し、名瀬・龍郷・笠利の三地区で１年交替の輪番制とす

る。なお、副会長のうち１名は教頭とする 
⑵ 書記及び会計は、教職員の中から会長が委嘱する。 
⑶ 専門委員長・副委員長に関しては原則として名瀬・龍郷・笠利の三地区で１年交替の輪番制とし保護者の互

選により選出する。 
⑷ 学級評議委員は、学級担任のほか、保護者の中から各学級１名を選出する。 
⑸ 地区評議委員は名瀬・龍郷・笠利地区の保護者の中から各１名程度選出する。 

３ 役員は、会則に定めるものを除き、他の役員を兼ねることができない。ただし、評議員は会計監査委員、書記、

会計又は専門部長・副部長を兼任することができる。 
４ 役員の中、若しくは他の保護者会員から奄美群島PTA連絡協議会理事の母親委員会の役員を選出する。 

第６条 役員の任期は１年とし、再任を妨げない。 
第７条 会長、副会長、会計監査委員に欠員を生じたときは、評議員が補充する。その他役員補充は、会長が必要と認めた

場合に第５条の規定により選出する。 
第８条 役員の職務は次のとおりとする。 

⑴ 会長は本会を代表し、会務の統括、総会・評議員会及び運営委員会の招集を行う。会長は全ての集会に出席し

て意見を述べることができる。 
⑵ 副会長は会長を補佐し、会長に事故あるときは、その職務を代行する。 
⑶ 評議員は、評議員会を構成し、付議事項を審議する。 
⑷ 会計監査委員は、会計監査を行い総会において報告する。総会及び評議員会の議長は会議の都度、選出する。 
⑸ 書記は各種会議等の資料作成等を行う。 
⑹ 学級・地区評議員は評議員会を構成し、付議事項を審議する。 

 
第５章 総  会 

第９条 総会は、毎年5月に開催し、必要に応じて臨時総会を開催できるものとする。 
２  会長不在の場合は副会長があたる。 

第10条 総会は、次の事項を審議し決定する。 
⑴ 会長・副会長・会計監査委員の決定 

⑵ 会則の改廃等の決定 

⑶ 事業報告及び決算の承認決定 
⑷ 事業計画及び予算の承認 

⑸ 会務の報告、その他報告事項の承認 
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⑹ 会費の決定 
第11条 総会は、出席者の過半数で決し、可否同数の場合のときは、議長が決定する。やむ得ない理由により総会に出

席できない会員は委任状をもって総会に出席したものとみなすこととする。      
     

第６章 評議員会 
第12条 評議員会は、学級評議委員・地区評議員及び会長・副会長をもって構成し、次の事項を審議する。 

⑴ 総会に提出する議案   ⑵ 総会で決定され、又は委託された事項の処理 
２ 評議委員会の議長は会議の都度、選出する。 

 
第７章 運営委員会 

第13条 運営委員会は、会長・副会長・書記・会計・専門部部長及び校長をもって構成し、会長が必要と認めたとき開催

する。 
２ 校長は、学校管理及び教育上全ての会議に出席して意見を述べることができる。 

 
第８章 専門部会 

第14条 専門部会は、部長・副部長で構成し、本会の活動に必要な事項について調査、研究及び企画立案する。 
２ 専門部の種類は、次のとおりとする。 

⑴ 企画研修部会   ⑵ 生活保健部会 
 

第９章 会  計 
第15条 本会の経費は、会費・寄付金及びその他の収入をもって充てる。 

２ 会員は、会費を生徒の諸会費と同時に納入するものとする。 
３ 本会の会計年度は、毎年４月１日から、翌年３月31日までとする。 

 
第10章 慶弔・表彰 

第16条 次の慶弔及び表彰について次のとおり定める。 
２ 慶弔 

区  分 金  額 備  考 

保護者 死亡 １０,０００ 弔電・供花 

生 徒 死亡 １０,０００ 弔電・供花 

職 員 死亡 １０,０００ 弔電・供花 

３ 表彰 
⑴ 副会長以上の役職を2年以上務めた者。 
⑵ ⑴に該当しない会員並びに会員以外の者で、本会の運営活動に協力し特にその功績が顕著な者。 

     

 
附 則 

この会則は、昭和48年5月25日から施行し、同年4月1日から適用する。 
この会則は、平成 2年5月29日に一部改正する。 
この会則は、平成 9年5月 9日に一部改正する。 

この会則は、平成11年5月10日に一部改正する。 

この会則は、平成12年5月 7日に一部改正する。 
この会則は、平成14年5月 7日に一部改正する。 
この会則は、平成17年5月10日に一部改正する。 
この会則は、平成18年5月 9日に一部改正する。 
この会則は、平成22年5月13日に一部改正する。 
この会則は、令和 1年5月21日に一部改正する。 
この会則は、令和 3年5月28日に一部改正する。 
この会則は、令和 6年5月28日に一部改正する。 
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令和８年度 ＰＴＡ事業計画(案) 
 

日 付 Ｐ Ｔ Ａ 関 係 事 業 ・ 行 事 

一 
 

学 
 

期 

４月３日(金) 

８日(水) 

14日(火) 

22日(水) 

第１回運営委員会 

第５８回入学式 

会計監査 

ＰＴＡ評議員会 

５月15日(金) 

16日(土) 

18日(月) 

ＰＴＡ総会・地区ＰＴＡ・学級及び学年ＰＴＡ 

奄美群島ＰＴＡ連絡協議会総会・研修会（於 和泊町） 

奄美市ＰＴＡ連絡協議会第１回理事会（奄美市役所５階） 

６月 日(土) 

 日( ) 

奄美市ＰＴＡ連絡協議会総会・研修会・懇親会 

奄美大島５高ＰＴＡ研修会 

８月22日(土) 体育祭前ＰＴＡ親子奉仕作業 

二 
学 

期 

９月12日(土) 第５８回体育祭 

10月８日(木) 

24日(土) 

  ２学年ＰＴＡ 

第５８回北高祭 

11月６日(金) 第４４回笠利一周遠行 

12月 日( ) 奄美市まなびフェスタ及び第１回市PTA連絡協議会研修会 

三 

学 

期 

１月 日( ) 第２回奄美市ＰＴＡ連絡協議会理事会・研修会 

３月１日(月) 第５８回卒業式    ＰＴＡ新聞（「てーち木」）発行 

備 考 北高ポロシャツ販売〔 5月15日(金)～5月22日(金) 〕 
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　　　　　　         令和８年度　諸会費及び学級費について

【 令和７年度諸会費 】
　１ 　年　　 額 ３４，２００円
　２　 納入方法 ゆうちょ銀行個人口座から引落
　３ 　納入回数 年３回（１学年　 　5/26, 6/25, 9/25）

         （２・３学年 4/25, 6/25, 9/25）

生徒会費

月額　400

令和7年5月26日 11,400 1,600
令和7年6月25日 11,400 1,600
令和7年9月25日 11,400 1,600

34,200 4,800

【 令和８年度諸会費 】
　１ 　年　　 額 ３０，６００円
　２　 納入方法 ゆうちょ銀行個人口座から引落
　３ 　納入回数 年２回（１・２・３学年　5/25, 6/25）

生徒会費

月額　400

15,300 2,400
15,300 2,400
30,600 4,800

【 令和８年度学級費 】
　１ 　年　　 額 各学級ごとに設定
　２ 　納入方法 １学年は入学時現金徴収，２・３学年はゆうちょ銀行個人口座引落
　３ 　納入回数 年１回

　　・現金徴収（入学式）
１年Ａ組
55,000

　　・ゆうちょ銀行個人口座引落（令和８年４月２７日）
２年Ａ組
50,000

※　自動払込利用申出書の提出が間に合わない，残高不足等の理由により引き落としがされなかった
　場合は，学校の指定口座に各ご家庭から振り込みをしていただくことになります。
　　（手数料については，ご家庭での負担となります。）
　　なお，引き落とされなかった分を現金で支払う場合には，事務室までご連絡ください。
※　引落日前には必ず資金準備を，引落日後は残高確認をお願いします。

50,000 40,000 45,000

　４ 　納入金額及び引落日等　

１年Ｃ組
60,000

２年Ｃ組 ３年Ａ組 ３年Ｃ組

　　合　　　　計　　 4,200 3,000 12,600 6,000
2,100 1,500 6,300 3,000

令和8年5月25日
令和8年5月25日

４ 　納入金額及び内訳等（空調費月額800円⇒500円へ）　

4,2001,0001,400

引落金額 

令和８年度　諸会費内訳（単位：円）

2,100 1,500 6,300 3,000

令和7年6月25日

月額　350 月額　250 月額1,050 月額　５00

4,200

口座引落日 （１・２・３学年）

3,200
12,6003,000

1,400 1,000 4,200 3,200

PTA会費 進路指導費 派遣費 空調費

9,600

1,000 4,200 3,200

月額　350

令和7年4月25日

口座引落日
（1学年）

口座引落日
（2・3学年)

令和7年9月25日
　　合　　　　計　　

PTA会費 進路指導費 派遣費 空調費

令和７年度　諸会費内訳（単位：円）

引落金額 

  ４ 　納入金額及び内訳等

月額　250 月額1,050 月額　800

1,400
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（単位：円）

予　算　額 前年度予算額 増　減　額

(A) (B) （Ｃ）＝(Ａ)-(Ｂ)

425,236 430,280 ▲ 5,044

680,400 688,800 ▲ 8,400
生徒 ＠350×133P×12月（除く９P）
職員 ＠350×29人×12月

450 250 200 預金利子 等

1,106,086 1,119,330 ▲ 13,244

予　算　額 前年度予算額 増　減　額

(A) (B) （Ｃ）＝(Ａ)-(Ｂ)

会 議 費 10,000 10,000 0 会議用お茶等 

旅 費 100,000 100,000 0
大島地区高等学校PTA研修会，
奄美市PTA連絡協議会等旅費

需 用 費 120,000 140,000 ▲ 20,000
ＰＴＡ新聞印刷代，奉仕作業経費，
ＰＴＡ新聞購読料等

通 信 費 10,000 10,000 0 送付切手代等

負 担 金 120,000 90,000 30,000
市ＰＴＡ連絡協議会会費，
ＰＴＡ教育安全振興会共済加入金等

慶 弔 費 30,000 30,000 0 香典，弔電，生花

小 計 390,000 380,000 10,000

行 事 費 120,000 90,000 30,000 入学式・卒業式，体育祭，文化祭経費

生活指導費 10,000 20,000 ▲ 10,000 生徒証明カード関係等

需 用 費 40,000 40,000 0 正月用門松・しめ縄等　

負 担 金 230,000 220,000 10,000 各種研究会等負担金等

雑 費 30,000 30,000 0 学校関係者評議員会旅費等

小 計 430,000 400,000 30,000

286,086 339,330 ▲ 53,244

1,106,086 1,119,330 ▲ 13,244

運
　
　
営
　
　
費

校
　
務
　
補
　
助
　
費

予　　備　　費

合　 　　　　計

会　　　　費

雑　収　入

合　　　　計

２　支出の部

費　　　目 備　　　　　　　　　　考

様式８号様式（第８条関係）

令和８年度　大島北高校ＰＴＡ会計予算書(案）

　収入の部

費　　　　目 備　　　　　　　　　　考

繰　越　金
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令和８年度

前年度 収入基礎

繰越金 会　費 雑収入 助成金 計 収入額 主な支出

 @250円×12月×142人

コピー機等使用料

書籍代 朝課外費補助 郵送料

 @1,050円×12月×142人

 @県離島生徒参加費助成金

部活動大会出場費

県大会　地区大会　上位大会

 @400円×12月×142人

生徒会会計へ

各部活　消耗品代等

 @500円×12月×142人(生徒）

 @500円×12月×29人（職員）

電気代　修理等

※　県離島生徒大会参加費助成金の支給方法について

　・支給金額

　県が指定する大会に参加する場合旅客航路の４割相当額を県が補助

　（８年度→５，０３０円）

　・支給回数→年２回まで（運動部，文化部とも）　

　　ただし九州大会以上の大会や連盟が開催する大会は対象外　

　・本校での支給方法→事前に派遣費で船賃を負担する事から、県から支給後派遣費に繰り入れます。

　　事前に部顧問を通じて関係書類を配布します。

　　　　諸会費費目別納入金額の推移 （金額は年額）

Ｒ４年度 Ｒ５年度 Ｒ６年度 Ｒ７年度

1,800 4,200 3,600 4,200

4,200 4,200 4,200 4,800

0 3,000 2,400 3,000

12,000 12,600 14,400 12,600

10,200 10,200 9,600 9,600

28,200 34,200 34,200 34,200

諸 会 費 収 入 予 算 書 （ 案 ）

区　　　分
収　　　　入　　　　額

増 減 額

進路指導費
430,178 426,000 150,000 0 1,006,178 883,127 123,051

（月額　    250円）

派遣費
994,302 1,789,200 1,100 600,000 3,384,602 3,511,802 ▲ 127,200

（月額　  1,050円）

生徒会費
36,264 681,600 100 0 717,964 750,600 ▲ 32,636

（月額　  400円）

空調費
3,804,174 1,026,000 3,700 0 4,833,874 4,518,376 315,498

（月額　  500円）

合　　　　計
5,264,918 3,922,800 154,900 600,000 9,942,618 9,663,905 278,713

（月額　2,200円）

費　　　      目 　備　　　　　考

  P  T  A  会  費 Ｒ7年度増額（月額 300円→350円）

 生  徒  会  費 Ｒ7年度増額（月額 350円→400円）

 進 路 指 導 費 Ｒ7年度増額（月額 200円→250円）

 派  遣  費 Ｒ7年度減額（月額 1,200円→1,050円）

 空　調  費

 納　入　額　合　計
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WC

Ａ 棟

記念碑

Ｂ 棟

玄関

Ｃ 棟
Ｅ 棟

Ｄ 棟

鹿児島県立大島北高等学校 校舎配置図

被服室

体育館

進路

指導室

調理室

教育

相談室

進路

相談室
２ Ａ

電気室

保健室

化学実験室

グラ ウ ンド

教室１

体育

教官室

音楽室

弓道場

準備室 コ ンピュ ータ 室

生徒会室

多目的

教室３

多目的

教室２

多目的

校長室 事務室

職員室

図書室 ２ Ｃ
Ｗ

Ｃ

総合実践室

プロ グラ ミ ング

実習室

文書

処理室

３ Ａ

１ Ｃ
Ｗ

Ｃ

３ Ｃ
Ｗ

Ｃ

生徒

支援室

情報処理科

準備室

放

送
会議室１ Ａ

通用門

正門

武道館

倉庫

更衣室

男ＷＣ

準備室
化学

準備室

女ＷＣ

書道室
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大島北高校 PTA 　 ポロ シャ ツ デザイ ン

令和 7 年度 創立 7 7 周年記念



455
ライト ベージュ

※SS～5Lのみ

153
シルバーグレー

※SS～5Lのみ

223
スモークブラック

※SS～5Lのみ

001
ホワイト

002
グレー

005
ブラック

132
ライト ピンク

133
ライト ブルー

020
イエロー

026
ミ ント グリ ーン

034
タ ーコイズ

096
ミ ント ブルー

033
サックス

011
ピンク

165
デイジー

167
メト ロブルー

015
オレンジ

146
ホット ピンク

024
ライト グリ ーン

032
ロイヤルブルー

031
ネイビー

010
レッド

171
ジャパンブルー

025
グリ ーン

188
ライト パープル

134
ライト イエロー

■該当サイズのみ在庫限りカラ ーあり

サイズ 120 130 140 150 SS S M L LL 3L 4L 5L

コ ード 21 22 23 24 51 01 02 03 04 06 09 47

身　 丈 48 52 56 59 62 65 68 71 74 77 80 82

身　 巾 36 38 40 42 44 47 50 53 56 60 64 68

肩　 巾 34 36 38 40 42 44 46 48 50 53 56 59

袖　 丈 15 16 17 18 19 20 21 22 23 25 26 27

00302-ADP 
4.4オンス ド ラ イ ポロシャツ

真面目な見た目と 快適な着用感がひと つに

●150g/m 2  メッシュ（ 4.4oz） 　

●ポリエステル100％

●生産国： ベト ナム 

4.4OZ
やや薄手 吸汗 速乾

39
COLORS

12
SIZE 紫外線保護指数

UPF 20

身頃同色ボタ ン 襟はリブ仕様 スリット
TEAR AWAY 

LABEL

NEW  COLORS

NEW  COLORS

北高 PTA ポロシャ ツ色見本・ サイ ズ


